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第24回情報学シンポジウム

No.

令和 5 年

25

Robbie Robertson “We wanted it to be a celebration.”

Martin Scorsese “Celebration of what, the beginning or the end?”

Robbie Robertson “The beginning of the beginning of the end of the beginning.”
                                                                                                                                  映画「ラスト・ワルツ」(1978)より

　4月より研究科長を拝命いたしまし
た五十嵐です。専門はプログラミン
グ言語(の理論)です。「プログラミン
グ言語の研究をしています」というと、
さぞプログラムを作るのが得意なの
でしょうね、などと思われそうなので
すが、実際にはプログラムを書くと
すぐに間違えてしまう人間です。「プ
ログラムがうまく書けないのは、道具
が悪いのだ」というわけで、プログラ
ムを書く道具であるプログラミング
言語の研究をしています。が、研究
を続けていても一向にプログラムが
うまく書けるようになった気がしない
ので、根本的な原因は他にあるのか
もしれません。一体何が悪いので
しょうね。

　さて、河原前研究科長からバトン
タッチいたしまして、はや一ヶ月が過
ぎようとしています。昨年度まで副研
究科長として研究科長のお手伝いを
していて「次から次へと仕事が出てき

て、本当に大変だなあ」とは思って
いたのですが、いざ自分がその立場
になってみると「次から次へと出てく
る仕事のうち、自分に見えていたの
は氷山の一角であったのだなあ」と、
圧倒される毎日で、改めてこれまで
の研究科長の先生方のご尽力に思
いをはせています。自分には過分な
役職ですが、教職員の方々のお力
添えを頂いてなんとか研究科のさら
なる発展につなげられればと考えて
います。

　研究科では、ここ数年の懸案で
あった改組(1専攻・7コース化)が無
事に実現しましたので(改組の詳細
は情報学広報2022の河原前研究科
長による巻頭言をご覧ください)、こ
れを軌道に乗せることがひとつめの
課題になろうかと思います。これまで
の6専攻の教育機能は基本的にその
ままコースに移行しましたので、ここ
に大きな問題が生じることは想定して

いません。新しく設置したデータ科学
コースについては、単に新しいコース
であるというだけでなく、他コース学
生に「データ科学エキスパート副プロ
グラム」を提供するといった新しい試
みがあります。しかも担当の先生方
は他コースや国際高等教育院データ
科学イノベーション教育研究センター
と「二足のわらじ」をはいていることか
ら、しばらくの間相当のご負担をおか
けすることになろうかと思います。他
の先生方におかれましても、そのあ
たりの事情を汲んでいただき直接
的・間接的にご協力いただければ
幸いです。
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　今回の改組では修士課程の定員
を約50名増やしましたので、近いうち
に博士後期課程定員についての検
討も必要になることが想定されます。
ここ数年は一時の低充足率の時期を
脱したものの、それでもなんとか定員
がうまるかどうか、という状態ですし、
定員増に積極的な声はあまりないよ
うにも思いますが、学生への支援の
さらなる改善を含めた博士後期課程
の魅力向上の施策とあわせて検討し
ていきたいと考えています。

　博士後期課程の学生支援というこ
とでは、令和3年度から文部科学省
の「科学技術イノベーション創出に向
けた大学フェローシップ創設事業」の
補助を受けた「情報・ＡＩ・データ科学
博士人材フェローシップ」(情報学研
究科全コース・理学研究科の一部
専攻が対象)が始まり、さらに並行し
て、科学技術振興機構が実施する次
世代研究者挑戦的研究プログラムの

採択を受けた「京都大学大学院教育
支援機構プログラム」(こちらは全研
究科等が対象)が始まったことによっ
て、毎学年20名を超える学生に年
180万円の研究奨励費(借金ではな
い真の奨学金)と年30～40万の研究
費が支給されるようになっています。
さらに、以前から研究科独自の取り
組みとして行っているＲＡ・ＯＡ雇用や
海外渡航、国内長期派遣支援事業
(これは全学レベルでの自己点検・
評価報告書でも学生支援のための

「部局の取組事例」として取り上げら
れています)もあり、社会人学生を除
くと6割以上の学生が少なくとも授業
料相当以上の支援を受けている状態
になっています。自分の学生時代と
比べると隔世の感があります。支援
プログラムが充実するのはよいことな
のですが、一方で、学生や指導教員
の視点では、どういう支援プログラム
があり、支援を受けたい時にいつ何
をすればよいのか必ずしもわかりや

すいとも思えませんので、広報の方
法も含めて整理する必要を感じます。

　もちろん、在学中の支援がいかに
充実していても、結局は「博士号を取
ることでどういったメリットがあるか」
が学生に伝わらないと、折角用意し
た支援策が空振りになってしまいま
す。メリットについては様 な々側面が
ありますし、(多くの学生にとって重
要と思われる)経済的なメリットの向
上については研究科だけで取り組む
には限界がある課題ですが、現状理
解を深めて「小さなことからコツコツ
と」やっていきたいと思います。

　世の中では「ダイバーシティ」の重
要性が叫ばれるようになって久しく、
その代表的な課題のひとつである
ジェンダー平等について、京都大学
では現在「京都大学男女共同参画推
進アクションプラン（2022年度～
2027年度）」を策定し取り組みを進め

ています。特に、女性教員比率の数
値目標が各部局に設定されたことは、
賛否は別として大きなインパクトを与
えています。本研究科でも、昨年度
女性限定公募を行い、2名の特定助
教、2名の助教、1名の講師を迎えま
した。女性限定公募に対しては、様々
なご意見があることは承知していま
す。しかし、ただ単に「女性の応募を
歓迎します」というだけでは何も変わ
らないことは確認済ですし、現状の
男女比のアンバランスさとそれに起
因する歪み(例えば、大変なご負担
をおかけするハラスメント相談窓口
担当が一部の教員に集中してしまっ
ていることを思い出してください)を是
正するにはこれくらいの思い切ったこ
とをしないといけない段階まで来てし
まった、ということかと思います。「よ
い人材がいないのではないか」という
懸念の(ヒソヒソ)声も聞かれましたが、
昨年度の公募では分野を限らずに
複数名募集したこともあってか、大変

有望な方々が採用できたのではない
かと思います。ただ、この結果に手
放しで喜んではいられません。急す
ぎる変化が新たな問題を起こさない
か注視しながらも、この女性教員比
率向上の取り組みは今しばらく続け
る必要があります。また、中長期的に
は女性学生比率の向上も必須で、こ
ちらも研究科だけで取り組むには限
界がありますが、こちらも「小さなこと
からコツコツと」かと思います。皆様
のアイデアをお聞かせください。

　ダイバーシティとは、性別に限らず、
国籍、民族、年齢、障害の有無など
様々な背景・属性を持つ人々が、そ
れぞれの点で多数派・少数派であ
るかどうかに関わらず快適に過ごせ
ることだと思います。本研究科は研
究分野の幅広さや若さもあって、(性
別についてはともかく)背景・属性の
広さはそれなりに確保されているの
ではないかと思います。では、多数

派・少数派であるかどうかに関わら
ず快適に過ごせているかどうかにつ
いては…どうでしょうか。おそらく(多
数派に見逃されている)色 な々問題が
あるのではないかと想像しています。
こちらも皆様のご意見を聞いていき
たいところです。

　以上、雑多な内容となりましたが、
研究科長任期の「はじまり」にあたり、
思いつく当面の課題についてまとめ
てみました。いずれの課題について
も構成員各位のご協力がなければ前
に進みません。しかし共に取り組ん
でいただければこれ以上心強いこと
はありません。どうぞよろしくお願い
いたします。
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派・少数派であるかどうかに関わら
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　京都大学の情報工学科と数理工
学科のどちらを受験するか迷い、新
しさに魅力を感じたため情報工学科
に入りました。パソコンもスマートフォ
ンもなく入学前には電子計算機に触
れたこともないアナログ全盛の時代
です。今の総合研究7号館2階の南
側は計算機室になっており、教育、
研究のために情報工学科全員が使
用する、大きさが業務用冷蔵庫ほど
の計算機HITAC8350が鎮座してい
ました。パンチカード1枚に穿孔した
情報がプログラム1行に対応し、カー
ドの束が一つのプログラムです。
　3回生の時の「論理回路」の透徹し
た講義に惹かれ4回生から矢島脩三

先生の研究室にお世話になりました。
矢島先生は、博士課程学生の時に
京都大学ディジタル型万能電子計算
機第１号 KDC-Iを開発されました。
研究室からは数多くの大学教員を輩
出されています。3回生の講義の時に、
矢島先生が、「HITAC8350と同じ処
理能力を持った計算機はやがて手の
ひらに乗りますよ。」と話されたことに
大変衝撃を受けたことを憶えていま
す。それは、計算機がそんなに小さく
なるのか、という衝撃ではなく、先生
が確信を持って未来予想をされたこ
とに対する衝撃です。なぜそのように
確信的に未来を予想できるのだろう
と不思議でなりませんでした。そして、

その後、矢島先生が語られた未来が
訪れました。
　学生時代から、計算機やより広く
情報技術は驚異的な速度で発展し
て来たため、研究テーマの選択には
苦労しました。修士課程から直接ご
指導頂いた上林彌彦先生は、研究は
最初か最後が重要でその途中は駄目
だと仰っていました。これは、新しく
重要な研究テーマを最初に見つける
か、他人が見つけた研究テーマでも
良いのでその最終解を与えることを
目指すべきで、他人が見つけた研究
テーマの途中解を与えてもそれは後
に残らないという意味です。最終解
を与える腕力を持たない私は新しい

研究テーマを見つける方に注力して
きたように思います。未来を先取りし
た萌芽的なものでありしかもその後も
普遍性を持ち続けるテーマを選ぶこ
とが理想ですが、言うは易く行うは難
しです。流行している研究テーマは
目に付きやすく飛びつきたくなります
が、安易にそれを行うことは素人サッ
カーで皆がボールに集まるようなもの
で、過当競争になり実力があっても
ゴールまで持って行くことは簡単では
ありません。人気がある高値の株を
買うようなものかも知れません。新し
いテーマを見つけることは、サッカー
で言うならばボールの次の動きを予
測して空いているスペースに入り込
むことに相当し、株式投資であれば
まだ注目されていない将来成長株を
買うようなことになると思います。もち
ろんそのような動きが常に成功する
わけではありません。そのため、サッ
カーであれば複数の選手にそういう
動きをさせ、株式は分散投資をし、
研究ではチームで複数テーマを走ら
せることになります。

　30年以上前のインターネットが無
かった時代に、私が所属した大学で
はありませんが、ある大学で、教員が
発表した論文のリストは本人のプライ
バシーであり全員に公表を義務づけ
るべきではないという主張があったそ
うです。今から振り返るとそのような
主張は現代のラッダイト運動に見えま
す。インターネットの普及はその後す
ぐに始まり、普及の初期段階から積
極的に自分の研究業績を公開する研
究者がいました。その後はGoogle 
Scholarなどが著者の意思とは無関
係に収集、公開するようになり、さら
に大学が機関として公開を義務付け
られるようになりました。インターネッ
ト初期の時代から業績を公表してい
た研究者は未来を先取りしていたこ
とになります。
　VUCAと言われる時代では、過去
の事例に基づく単純な外挿では予測
できない未来が待ち受けています。
個人や組織は、手探りをしながら未
来を先取りすることが必要になります。
このような先行きが不透明な時代に

無謬はあり得ず、むしろ小さな失敗
を許容することにより学習経験を積
む柔軟性が成功への近道になります。
コロナ禍のお蔭で、多くの指導的な
立場の方々のお話を容易にオンライ
ンで拝聴することができるようになり
ました。私より高齢の方もおられます
が、昔話ではなく未来を生き生きと語
られます。そのような方々は、単純な
外挿ではなく歴史に対する真摯で深
い洞察に基づく未来予測を行い、為
すべきことを他者に示されます。また、
自己を中心においてその既得権益を
守ろうという発想では無く、自己を相
対化し社会として本質的に守るべき
ものは何かをゼロベースで考えられ
ます。このような方々のお話を伺うと
本当に勇気付けられます。未来の先
取りどころか時代に取り残されないよ
うに私も精進したいと思います。
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▲「アジアにおける情報学セミナー」（情報学広報 No. 12）



　京都大学情報学研究科数理工学
専攻へ2006年4月着任しました。研
究科の教職員のおかげをもちまして
17年間にわたってシステム制御の研
究と教育に携わることができました。
大阪大学工学部電気系に学生時代
を含めて15年間、同機械系に15年間、
本研究科には17年間ということで、
情報学研究科で過ごした時間が最も
長くなりました。相異なる分野・組織
で研究教育ができたことは視点を広
げるのに役立ったと思います。これま
でのみなさまのご厚情にあらためて
感謝申し上げます。

　私が異動した時期に、情報学研究
科は21世紀COEプログラムの後継で
あるグローバルCOEプログラムに採
択されました。大学院の機能強化を
目的としており、その一つに海外から
の博士留学生・ポスドクの招聘・経
済支援をうたっていました。そのため
に、アジア情報学セミナーと呼ばれる
行事が企画され、その初回に加わる
ことができました。2009年8月に実施
された第1回アジア情報学セミナーで
は、タイとベトナムを訪問しています。

タイの訪問先の一つとして、シリントー
ン国際工学部（Thammasat University, 
Sirindhorn International Institute of 
Technology, SIIT）を含めていただき
ました。タイの有力大学の一つであり、
情報学研究科との相性もよいことも
ありますし、研究室の後輩が勤務し
ていることもあり、大学の様子を見て
おきたいと思ったこともあります。彼
女のほかにもかなりの数の女性教
員・学生を目にしました。その一方、
日本の工学系プログラムに参加する
女性比率が長年にわたって低いまま
であることは憂慮すべきことだと思い
ます。タイの大学の多くは日本の特定
の大学とのつながりをすでに持って
おり、後発となっている情報学研究
科は苦戦しています。タイの次はベト
ナム訪問でした。空港から市内に向
かう農村風景になんとなく懐かしい
感じをいだきつつ、ハノイ工科大学

（Hanoi University of Science and 
Technology）へ向かいました。ベトナ
ムではソ連時代の教育もあって数学
が強く、ワークショップでの制御シス
テムの話題はポントリャーギンの最適
制御に関するものでした。ちなみに、

最近ではベトナムも世界的な研究
ネットワークにつながっており、世界
的な潮流に乗った研究話題が増えて
います。ベトナムではヨーロッパ（特
にフランス）とのつながりが強いよう
です。いずれの大学からも奨学金制
度に関する質問があり、恒常的な財
源がない日本の大学にとっては厳し
い面もあります（参考文献1） 。大学
ファンドの仕組みで改善が進むので
あれば期待したいところだと思いま
す。なお、2009年の訪問を生かして、
2011年3月には再びハノイ工科大学
にてシステム数理系のワークショップ
を開催しています。

　大学に入学したころは、当時の産
業状況から、卒業後の進路として半
導体関連分野を考えていました。し
かし学部時代の講義で数理的なアプ
ローチにひかれて、卒業研究はシス
テム制御の研究室を選びました。結
局このことが、システム制御研究者
へ進むことのきっかけとなりました。
私が研究に入った1970年度末には、
制御対象の不確かさを考慮に入れ
た制御系設計法を考えるべきだとい

うロバスト制御の重要性を論じる人
が現れ始めていた時代でした。その
話題には直ちに参入はしなかったの
ですが、村田海外留学奨学会の援
助によってポスドク研究を海外で行う
ことができることになり、1986年秋に
博士学位を取得したのを機会にマサ
チューセッツ工科大学（MIT）の情報
と決定システム研究所（LIDS）で客員
研究員として滞在することができまし
た。私のロバスト制御の研究はこの
時から始まることになりました。どの
ような研究をすればよいのかを模索
する時期に読み込んだ関数解析・
複素解析の本が、その後の自身のロ
バスト制御やモデリングの研究に大
きな影響を与えてくれました。

　ネットワーク化されたシステムが増
えるにつれて、ネットワークにつながっ
た制御システムがかかえる問題を考
えようという動きが出てきました。ウィ
ナー（Norbert Wiener）がサイバネ
ティクスの研究を始めたころのように、
制御・信号処理・通信・情報の研
究者の距離を縮めて、興味ある研究
が展開されていました。この流れに
応じて、グローバルCOEプログラムの
支援を受けて、ネットワーク化制御シ
ステムに関するワークショップを2008
年3月に実施することができました。
海外と国内から講演者を招いて議論
することができました。当時の参加者
の多くとはその後も国際学会で会っ
たときなどに親しく交流することがで
きています。

　システム制御の理論だけでなく、
実際の応用も手掛けてきました。科
学技術振興機構（JST）戦略的創造
研究推進事業「分散協調型エネル
ギー管理システム構築のための理論
及び基盤技術の創出と融合展開」に
応募し、2012年に研究課題が採択さ
れたことは大きな経験になりました。
2015年からグループ再編をするとい
う形式の事業となり、大きなグループ

となって、気象など制御と異なるバッ
クグランドの人と協働し、また米国、
ドイツなどの太陽光発電研究者との
交流など、普段参加する制御学会と
は異なる考え方を学ぶことができた
ことがよかったと思います。

　学会活動の中で印象に残っている
のは、2015年 に大 阪 で 開 催した
IEEE CSS (contro l  sysy tems  
society) の最重要国際会議となって
いる決 定と制 御 に 関 する会 議

（conference  on  dec is ion  and  
control; CDC）において実行委員長
を務めたことです。1996年に神戸で
開催されてしばらく経過した時期か
ら招 致 活 動 が 始まり、2010年 の 
IEEE CSS 理事会において招致が決
まりました。開催の5年以上前から準
備を始めましたが、ドル建てとなる登
録費は相場が決まっているので、提
案時には円高の影響で、支出を十分
賄えないのではないかという財政的
な心配をしました。結局、開催時期
には円安に振れ、その影響もあって
参加者も多くなったことから心配は杞
憂に終わりました。会議はIEEE CSS
の標準に則って行うことを念頭に考
えました。IEEE CSS の最重要会議
なので質の高い招待講演者と論文
投稿を得ることができました。国別参
加者数比率では米国が34％で最も多
くなりました。開催国である日本から
は17％と普段の年よりは多いものの、
内容も雰囲気も国際的な学会という
目的を達することができました。会議
中には、IEEE CSS WIC（Women in 
Control）の行事もありました。IEEE 
WIE (Women in Engineering) は
1997年に結成されており、CSSでも 
WICという活動が行われています。
当時のCSS会員の女性比率は5.6%
ほどなのですが、ワークショップと昼
食会は活発に行われてました（参考
文献2）。昼食会に参加した男性は、
次期CSS会長と私だけでしたが、世
界のダイバーシティ研究環境につい

て知るよい機会になりました。

　情報学研究科が一専攻化され、
大学ファンドの仕組みも始まって世
界と伍する研究大学を目指す重要な
時期を迎えているように思います。ど
のような方向に今後進んでいくのか
は未知の点が多いですが、みなさま
の英知をもって進み、関連分野が発
展していくことものと期待しておりま
す。

1) アジアにおける情報学セミナー
（情報学広報No.12）
2 )  C S S  W om e n  i n  C o n t r o l  
Luncheon at the 2015 CDC（IEEE 
Control Systems Magazine, vol. 36, 
doi: 10.1109/MCS.2016.2536122）
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情報学研究科で
          過ごした17年

▲ハノイ工科大学「モデリング・システム・
制御に関するワークショップ」での幹事を務
める（2011年3月）

▲IEEE CSS WIC昼食会で、IEEE CDC 2015 
実行委員長としてあいさつをする（2015年12月）



　京都大学情報学研究科数理工学
専攻へ2006年4月着任しました。研
究科の教職員のおかげをもちまして
17年間にわたってシステム制御の研
究と教育に携わることができました。
大阪大学工学部電気系に学生時代
を含めて15年間、同機械系に15年間、
本研究科には17年間ということで、
情報学研究科で過ごした時間が最も
長くなりました。相異なる分野・組織
で研究教育ができたことは視点を広
げるのに役立ったと思います。これま
でのみなさまのご厚情にあらためて
感謝申し上げます。

　私が異動した時期に、情報学研究
科は21世紀COEプログラムの後継で
あるグローバルCOEプログラムに採
択されました。大学院の機能強化を
目的としており、その一つに海外から
の博士留学生・ポスドクの招聘・経
済支援をうたっていました。そのため
に、アジア情報学セミナーと呼ばれる
行事が企画され、その初回に加わる
ことができました。2009年8月に実施
された第1回アジア情報学セミナーで
は、タイとベトナムを訪問しています。

タイの訪問先の一つとして、シリントー
ン国際工学部（Thammasat University, 
Sirindhorn International Institute of 
Technology, SIIT）を含めていただき
ました。タイの有力大学の一つであり、
情報学研究科との相性もよいことも
ありますし、研究室の後輩が勤務し
ていることもあり、大学の様子を見て
おきたいと思ったこともあります。彼
女のほかにもかなりの数の女性教
員・学生を目にしました。その一方、
日本の工学系プログラムに参加する
女性比率が長年にわたって低いまま
であることは憂慮すべきことだと思い
ます。タイの大学の多くは日本の特定
の大学とのつながりをすでに持って
おり、後発となっている情報学研究
科は苦戦しています。タイの次はベト
ナム訪問でした。空港から市内に向
かう農村風景になんとなく懐かしい
感じをいだきつつ、ハノイ工科大学

（Hanoi University of Science and 
Technology）へ向かいました。ベトナ
ムではソ連時代の教育もあって数学
が強く、ワークショップでの制御シス
テムの話題はポントリャーギンの最適
制御に関するものでした。ちなみに、

最近ではベトナムも世界的な研究
ネットワークにつながっており、世界
的な潮流に乗った研究話題が増えて
います。ベトナムではヨーロッパ（特
にフランス）とのつながりが強いよう
です。いずれの大学からも奨学金制
度に関する質問があり、恒常的な財
源がない日本の大学にとっては厳し
い面もあります（参考文献1） 。大学
ファンドの仕組みで改善が進むので
あれば期待したいところだと思いま
す。なお、2009年の訪問を生かして、
2011年3月には再びハノイ工科大学
にてシステム数理系のワークショップ
を開催しています。

　大学に入学したころは、当時の産
業状況から、卒業後の進路として半
導体関連分野を考えていました。し
かし学部時代の講義で数理的なアプ
ローチにひかれて、卒業研究はシス
テム制御の研究室を選びました。結
局このことが、システム制御研究者
へ進むことのきっかけとなりました。
私が研究に入った1970年度末には、
制御対象の不確かさを考慮に入れ
た制御系設計法を考えるべきだとい

うロバスト制御の重要性を論じる人
が現れ始めていた時代でした。その
話題には直ちに参入はしなかったの
ですが、村田海外留学奨学会の援
助によってポスドク研究を海外で行う
ことができることになり、1986年秋に
博士学位を取得したのを機会にマサ
チューセッツ工科大学（MIT）の情報
と決定システム研究所（LIDS）で客員
研究員として滞在することができまし
た。私のロバスト制御の研究はこの
時から始まることになりました。どの
ような研究をすればよいのかを模索
する時期に読み込んだ関数解析・
複素解析の本が、その後の自身のロ
バスト制御やモデリングの研究に大
きな影響を与えてくれました。

　ネットワーク化されたシステムが増
えるにつれて、ネットワークにつながっ
た制御システムがかかえる問題を考
えようという動きが出てきました。ウィ
ナー（Norbert Wiener）がサイバネ
ティクスの研究を始めたころのように、
制御・信号処理・通信・情報の研
究者の距離を縮めて、興味ある研究
が展開されていました。この流れに
応じて、グローバルCOEプログラムの
支援を受けて、ネットワーク化制御シ
ステムに関するワークショップを2008
年3月に実施することができました。
海外と国内から講演者を招いて議論
することができました。当時の参加者
の多くとはその後も国際学会で会っ
たときなどに親しく交流することがで
きています。

　システム制御の理論だけでなく、
実際の応用も手掛けてきました。科
学技術振興機構（JST）戦略的創造
研究推進事業「分散協調型エネル
ギー管理システム構築のための理論
及び基盤技術の創出と融合展開」に
応募し、2012年に研究課題が採択さ
れたことは大きな経験になりました。
2015年からグループ再編をするとい
う形式の事業となり、大きなグループ

となって、気象など制御と異なるバッ
クグランドの人と協働し、また米国、
ドイツなどの太陽光発電研究者との
交流など、普段参加する制御学会と
は異なる考え方を学ぶことができた
ことがよかったと思います。

　学会活動の中で印象に残っている
のは、2015年 に大 阪 で 開 催した
IEEE CSS (contro l  sysy tems  
society) の最重要国際会議となって
いる決 定と制 御 に 関 する会 議

（conference  on  dec is ion  and  
control; CDC）において実行委員長
を務めたことです。1996年に神戸で
開催されてしばらく経過した時期か
ら招 致 活 動 が 始まり、2010年 の 
IEEE CSS 理事会において招致が決
まりました。開催の5年以上前から準
備を始めましたが、ドル建てとなる登
録費は相場が決まっているので、提
案時には円高の影響で、支出を十分
賄えないのではないかという財政的
な心配をしました。結局、開催時期
には円安に振れ、その影響もあって
参加者も多くなったことから心配は杞
憂に終わりました。会議はIEEE CSS
の標準に則って行うことを念頭に考
えました。IEEE CSS の最重要会議
なので質の高い招待講演者と論文
投稿を得ることができました。国別参
加者数比率では米国が34％で最も多
くなりました。開催国である日本から
は17％と普段の年よりは多いものの、
内容も雰囲気も国際的な学会という
目的を達することができました。会議
中には、IEEE CSS WIC（Women in 
Control）の行事もありました。IEEE 
WIE (Women in Engineering) は
1997年に結成されており、CSSでも 
WICという活動が行われています。
当時のCSS会員の女性比率は5.6%
ほどなのですが、ワークショップと昼
食会は活発に行われてました（参考
文献2）。昼食会に参加した男性は、
次期CSS会長と私だけでしたが、世
界のダイバーシティ研究環境につい

て知るよい機会になりました。

　情報学研究科が一専攻化され、
大学ファンドの仕組みも始まって世
界と伍する研究大学を目指す重要な
時期を迎えているように思います。ど
のような方向に今後進んでいくのか
は未知の点が多いですが、みなさま
の英知をもって進み、関連分野が発
展していくことものと期待しておりま
す。

1) アジアにおける情報学セミナー
（情報学広報No.12）
2 )  C S S  W om e n  i n  C o n t r o l  
Luncheon at the 2015 CDC（IEEE 
Control Systems Magazine, vol. 36, 
doi: 10.1109/MCS.2016.2536122）
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▲ハノイ工科大学「モデリング・システム・
制御に関するワークショップ」での幹事を務
める（2011年3月）

▲IEEE CSS WIC昼食会で、IEEE CDC 2015 
実行委員長としてあいさつをする（2015年12月）



　2022年8月1日付でシステム科学
コース人間機械共生系講座 機械シ
ステム制御分野に着任しました。前
職は名古屋大学の工学研究科（機械
航空系）でしたが、実は、2005年か
ら2017年まで本研究科の教授であら
れた杉江俊治先生の研究室で、助手、
助教、准教授として約12年間勤務し
ました。この度、本研究科で、しかも、
同じ専攻（コース）、同じ研究室で再
スタートできる機会に恵まれたことに、
この上ない喜びを感じています。
　当研究室の歴史を紐解いてみます
と、昭和34年に設立された工学部
オートメーション施設までさかのぼる
ことができます。場所は、宇治キャン
パスにある「旧工業教員養成所」とい
う、少し変わった名前の建物にあり
（現存しているようです）、私も准教授

までのほとんどの期間
をそちらで過ごしました。
研究室の初代教授は花
房秀郎先生で、その後、
吉川恒夫先生、そして
杉江俊治先生がご担当
されてきました。先生方
のお名前をご覧下され
ば、これ以上の説明は不要な程に、
我が国の制御工学、ロボット工学の
発信地となっていた研究室です。そ
の分野で活躍している研究者を多数
輩出していることでも有名です。この
ような歴史ある研究室を更に発展さ
せるにはどうしたらよいのか？ 着任以
来、日々 思いを巡らせています。
　さて、私の専門は制御工学です。
その中でも、ネットワークシステムと呼
ばれるシステムの研究を行っていま

す。ここでいうネットワークシステムと
は、図１のように多数の動的システム
がネットワーク状に結合されたシステ
ムのことです。たとえば、交通網や自
動倉庫などの機械系、スマートグリッ
ドなどの電気系、さらには遺伝子ネッ
トワークなどを想定しています。主な
課題は、構成要素のダイナミクスと全
体のダイナミクスの関係を明らかに
することと、様 な々拘束条件のもとで
所望の振る舞いが得られるように調

整可能なパラメータを設計すること
（いわゆる、制御系の設計）です。
　そのようなシステムのダイナミクス
については、いくつかの学術分野で
古くから研究がなされてきました。 
1970年頃からだと思われます。複雑
系、自律分散システム、群ロボットシ
ステム、自己組織化、動物の群れ現象、
マルチエージェントシステムなどがそ
れにあたります。このことを考えると、

「なぜいま？」という疑問が自然に湧い
てきます。
　答えのひとつは、ゲームのルール
が変わったことです。特に、近年の
ICT技術やデータ科学の発展は、研
究の前提条件を大きく変えてしまい
ました。たとえば、群ロボットシステム
と呼ばれる研究領域では、多数のロ
ボットを協調的に動かして目的を達
成させることを課題としていましたが、
そこでは、暗に「すべてのロボットは、
だれか一人に所有され運用されてい
る」と仮定されていました。したがって、
制御系の設計の際には、すべてのロ
ボットを誰かが自由に動かせるという
前提がありました。ところが、近年注
目されているシステムの中にはその仮
定が成立しないこともあります。たと
えば、自動車の自動運転が実現され
ると、自動車に関するネットワークシ
ステムができあがるわけですが、そこ
では、各自動車の所有者や運用者は
当然異なります。したがって、すべて

の自動車を自由に動かせるわけでは
なく、上述した群ロボットシステムの
前提とは異なります。その結果、各自
動車の個々の利益を確保しながら全
体として協調させるような制御が必要
となります。また、現代のシステムでは、
サイバーセキュリティやプライバシ保
護の問題が当然のように現れます。
それもネットワークシステムに関する
既存の分野ではほとんど扱われては
いないようです。
　「なぜいま？」への答えは他にも色々
ありますが、いずれにせよ、ネットワー
クシステムに関して、再研究が必要と
なっています。
　もうひとつ、最近興味を持っている
話題を紹介します。　
　「二流の医者は病気を治療し、一
流の医者は　健康のときに病気にな
らないよう指導する」こんな言葉が東
洋医学の世界にあります。通常の医
療では、「健康」と「病気」という2つの
状態の間の遷移を考えているようで
すが、上述の言葉の世界では、その
２つの状態に加え、「未病」という病気
の手前の状態を加えた3状態の遷移
を考えています。
　2020年から始まったムーンショット
型研究開発制度では、それに関連し
た「超早期医療」が目標のひとつ（目
標２）に掲げられています。私もその
升席に加えて頂き、未病状態の検出
と、未病状態から健康状態への制御

の研究を推進しています。
　上記の言葉を知って気づいたこと
は、私の専門である制御工学は、（良
いか悪いかを別にして）「二流の医
者」の技術だったということです。ご
存じの方も多いかと思いますが、制
御の原理は「フィードバック」です。こ
れは、センサでシステムの状態を観
測し、その情報を基にアクチュエータ
を動かすこと技術です。それが唯一
の原理といっても過言ではありません。
容易に想像できるようにフィードバッ
ク制御では、システムの状態が悪く
なったことを知ってから、アクチュエー
タを動かしますので、まさに、病気に
なるまで放っておいて、病気になって
から治療することと同じというわけで
す。ここにも、産業革命から始まった
制御工学のゲームのルールが変わる
気配を感じています。人体に限らず、
システムの「未病」を検出するために
は、情報学の知見が不可欠であるこ
とは言うまでもありません。情報学の
総本山にいることを活かして、この
テーマにも全力を傾けたいと考えて
います。
　この度、本研究科に加わる再度の
機会を得て、京都の地に初めて降り
立った18年前の気持ちを思い出して
います。いつまでも一挑戦者であり
続けたいと思っています。どうぞよろ
しくお願いします。
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▲図1：ネットワークシステム
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しくお願いします。
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　令和 4 年 10 月に社会情報学コー
ス 生物圏情報学講座に着任いたし
ました土居秀幸です。どうぞよろしく
お願いいたします。2005年に東北大
学大学院生命科学研究科にて博士

（生命科学）を取得後、日本学術振興
会 特 別 研 究 員PD、University of 
Washington客員研究員、日本学術振
興 会 海 外 特 別 研 究 員

（Carl-von-Ossietzky University 
Oldenburg ドイツ)、にて３年ほどの
在外研究ののち、広島大学サステナ
ブル・ディベロップメント実践研究セ
ンター特任講師、兵庫県立大学大学
院 情報科学研究科（2020年まではシ
ミュレーション学研究科）准教授を経
ております。前職は、兵庫県立大学
大学院 情報科学研究科にて情報学
研究科で学位を取られた、もしくはご

在職だった先生方と多く一緒に仕事
をさせていただきました。その中で、
折に触れて情報学研究科での研究
指導方法やカリキュラムなどを知る機
会がありました。そこで、研究科を修
了された優秀な学生さんが兵庫県立
大学をはじめ多くの分野でご活躍さ
れていることがよくわかりました。
　私は、元 は々生命科学研究科出身
で、生態系についての食物連鎖や生
物多様性の理論を野外の湖や河川
で検証するような研究を進めていま
した。当時から、Rなどを使った統計
解析やモデリングを行っていましたが、
転機となったのは、ドイツ在籍中に、
受 け 入 れ 教 員 で あったHelmut 
Hillebrandさんから、メタ解析や統計
解析など多くのことを教えていただい
たことです。今では大規模データを

使って解析を行う研究が盛んですが、
当時はその始まりのような時期であり
ました。その頃から、統計解析、モデ
リングやシミュレーションを使ったアプ
ローチから、大規模実験や長期デー
タなど生態学・生物学で取り扱われ
る大規模データを用いて、生態学や
生物学の理論に迫るような研究を進
めてきました。そのような経緯もあり、
2015年から兵庫県立大学のシミュ
レーション学研究科・情報科学研究
科に在籍し、情報学系の教員として、
研究や学生指導にあたってきました。
そして、おそらくそのようなこれまで
の経験も評価していただき、情報学
研究科に着任させていただけること
になったかと思います。
　今後も、情報学の様 な々アプローチ、
シミュレーション、因果推論、機械学

習などにより、生態系や生物情報の
大規模データを解析する研究を進め
ていきたいと考えています。これらの
研究はこれまでも世界的に進められ
てきており発展してきていますが、ま
だその生態系動態の予測性は低いと
されています。さらに現在、環境
DNA、リモートセンシング、バイオロ
ギングなどの生物調査技術の発展に
より、より高頻度・広域での生態系
情報が入手可能となってきました。そ
の大規模データと機械学習やシミュ
レーションを組み合わせることで、こ
れまでにない精度での生態系動態の
予測が可能になると考えられます。
現在、都市デザインなどでは”デジタ
ルツイン”としてデータを元にしたシ
ミュレーションにより、事前にデザイン
の評価を行う試みがなされつつあり
ます。生態系においても、これらの
大規模データとシミュレーションから”
デジタルツイン”を構築することで、
今後の気候変動や人為影響などによ
る変化や、生態系保全や漁獲制限の
地域の設定や保全政策によってどの
ように変化するかを予測することがで
きると考えられます。これら、構築さ
れた”デジタルツイン”から、生物生
産などについても解析し、農業生産
や水産資源管理にも大いに役立てる
ことができる。これは、生態系の大規
模な予測を可能にする新技術であり、
大規模・高頻度の生態情報が得ら
れるようになった現在こそ開始できる
新たな研究領域といえると考えてい
ます。
　“生物圏情報学講座” は、生物・
環境学、情報学、社会学の3つの学
問を柱とし、研究を進めています。
森林、農地、海洋にわたる生物圏に

は多種多様な生物が存在し、相互に
複雑な関連を持ちながら生態系を形
成しています。さらには、人間社会も
生態系の一員として他の生物群集と
相互に様 な々影響を及ぼし合ってい
ます。本講座では、こうした生物圏を
複雑システムととらえ、生物の生存環
境、生態系の物質循環過程、資源生
物の個体情報、資源情報、生産情報
等を広域的なネットワークにより総合
的に把握することを試みています。”
生物圏情報学”という講座名は一般
的にはあまり馴染みがないとは思い
ますが、私が実際取り組んでいる内
容を如実に示している講座名だと
思っています。それは、私が、生態
系の研究だけにこだわらず、生態系
と人間との関係の解析、さらには生
物学の一般性の検証などを情報学
の技術により進めているからです。
特に私の分野では、陸域・海洋にお
ける生物資源の利用と保全に関する
情報の抽出・分析・利用に関する
多岐にわたるテーマで研究・教育を
行なっています。具体的には、１）生
物資源情報の収集を目的としたバイ
オロギングやバイオテレメトリーと
いった測位システムの開発、環境
DNAによる生物調査手法の開発、多
変量解析、音響解析や画像解析と
いった技術を応用した生物資源情報
の解析技術の開発を行なっています。
２）地理情報や衛星情報、データベー
スなどの大規模データを利用して資
源生物科学・生物学・生態学に関
する基礎的・応用的なさまざまな命
題についてアプローチしています。そ
のような、生物圏情報学講座の一員
としてこれから貢献できればと思って
います。

　社会情報学コースは、特に多岐に
わたる研究分野から成り立っている
コースかと思いますが、私は生物学・
生態学を中心にしつつ様 な々分野で
の研究の展開を模索していることか
ら、これから多岐な分野との交流・
議論ができる現在の環境は、これか
らの自身や学生の研究の発展のヒン
トとなるだけでなく、新たな新領域の
展開のアイディアの種にもなっていく
のではないかと期待しております。こ
れまでも環境省のプロジェクトでの研
究代表などをしてきましたら、これか
らはさらに、情報学に立脚した社会
情報、生物情報分野の展開として、
大型の研究プロジェクトの立ち上げ
が期待されていると思いますので、
そういうチャレンジもぜひ進めていき
たいと思っております。
　今後の教育としては、社会情報学
コースのアドミッションポリシーであ
る、”高度に複雑化する情報化社会の
構造を解明し、実際に情報システム
を構築することができる人材の育成”
を目指したいと考えています。生物
圏情報学講座での講義や研究指導
から、特に生物資源管理、生態系管
理において情報システムを構築する
技術と深い洞察を持ち、情報化社会
や資源管理、生態系保全などの各方
面で人間の社会活動を支える人材を
育成したいと考えています。微力な
がら今後、情報学研究科に貢献して
いきたいと思いますので、今後ともど
うぞよろしくお願いします。
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　この度、通信情報システムコース・
集積システム工学講座・大規模集積
回路分野の教授として着任いたしま
した、新津葵一（にいつ　きいち）と
申します。研究分野は、大規模・高
性能CMOS LSIの回路技術と設計技
術でございます。何卒よろしくお願い
申し上げます。
研究室で取り組んでまいりたいこと
は、「高エネルギー効率・大規模集
積回路設計技術の開拓とその応用展
開」でございます。エネルギー効率
の向上に資する基盤的回路設計技
術を開発するとともに、その高エネル
ギー効率性を活かした新たなアプリ
ケーションを開拓していきます。
下記に、研究室紹介の内容を記しま
す。
　大規模集積回路の高エネルギー

効率化設計技術の研究開発を通し
て、社会をよりよくすることを目指しま
す。大規模集積回路設計技術の基
礎を身に着けるとともに、その特性を
活かした社会実装までを見据えて、
社会価値創造までつなげることを目
指します。
1.高エネルギー効率・大規模集積回
路設計基盤技術の開発
　大規模集積回路の高性能化は近
年、歴史的な変換点を迎えています。
ピーク性能の向上が難しくなり、高エ
ネルギー効率化への注力化が鮮明と
なっています。スマートフォン向けの
アプリケーションプロセッサにおいて、
同じバッテリー容量下での演算性能
が年々向上しているように、単位演算
性能あたりのエネルギー効率は、改
善の一途をたどっています。これは、

半 導 体 製 造プロセスの 微 細 化
(28nm, 16nm, 7nm, 5nm …といった
最小加工寸法の微細化)によるもの
で今後も継続が予想されており、
0.2nmまでのロードマップが描かれて
います。
　本研究室では、この大規模集積回
路の製造プロセスの進化に親和性が
高く、半導体産業の発展に伴って拡
張的に性能向上が可能（スケーラブ
ル）な、高エネルギー効率・大規模
集積回路設計基盤技術に取り組みま
す。回路技術をイラスト上で定性的
に構想するところから、計算機での
定量的なシミュレーション、そして実
集積回路デバイス上での評価までを
一貫して実施します。深い集積回路
への知識と共に、応用を見据えて回
路性能に落とし込む幅広い視野を育

むことを目指します。下記にテーマ例
を示します。
・環境適応自立動作IoT向け高エネ
ルギー効率集積回路設計基盤技術
(JST・さきがけ)
・Beyond5G/6Gに 向 け た300GHz 
CMOS無線トランシーバ集積回路(総
務省・NICT Beyond 5Gプログラム)
・3次元高空間分解能バイオイメージ
ングに向けた分散型センサ集積技術
(科研費・基盤B)
2. 高エネルギー効率・大規模集積
回路を活かした応用技術の開発
　大規模集積回路の高性能化により、
これまでには想定しえなかった新たな
応用が花開いています。エネルギー効
率の向上により、Beyond5G/6Gを担う
超低消費電力・超高速無線通信や
バイオ・医療応用IoTデバイスなど
我 の々生活を豊かにする技術が大規
模集積回路の特長を活かして実現・
開発されています。歴史的に、職人
芸とされるアナログ・高周波向け大
規模集積回路開発や開発リスクの高
いバイオ・医療応用大規模集積回
路開発は、大企業のみでなく小規模

なスタートアップ・大学研究室からも
革新的な成果が生まれています。
　本研究室では、最終製品ならびに
その製品を活用したサービス、そして
そのサービスを通じて実現される社
会を自身で想定し、それを実現する
ための高エネルギー効率・大規模
集積回路を設計・開発することを目
指します。社会受容シナリオを描くこ
とから、必要な大規模集積回路仕様
の策定・そしてプロトタイプ作成まで
を一貫して取り組みます。将来最終
製品として社会実装することを目指し
て研究開発を行います。アナログ・
高周波向け大規模集積回路設計技
術を身に着け、それを特定用途へと
応用させて、社会実装までをイメー
ジ可能なプロトタイプまでを作成でき
る力を育むことを目指します。下記に
テーマ例を示します。
・センシング＆無線通信集積回路を
搭載したデジタル錠剤(内閣府ムーン
ショットプログラム目標１・生体内CA)
・涙液糖での単独自立動作型AI機
能 付 持 続 血 糖 モニタコンタクト
(NEDO未踏チャレンジ2050・メニコ

ン社と共同)
研 究を通じて得られるスキル：
Cadence IC618, Virtuoso Schematic 
Edi tor/Layout  Edi tor/Analog  
Design Environment, Spectre RF, 
Innovus, Siemens EDA Calibre 
nmDRC, nmLVS, PEX, 
研究を通じて得られる経験：半導体
集積回路の仕様策定・設計・試作・
評価・回路システム構築、
試作に活用するプロセス： TSMC 
22nm RF ULL CMOS, TSMC 16nm 
RF  F inFET  Compac t  CMOS ,  
Globalfoundries 12nm LP+ FinFET 
CMOS, TSMC 65nm RF LP CMOS
等で年に3-4回のテープアウト(集積
回路設計試作)の機会を設けます。
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講師　

上 原  恵 理 香

数理物理学講座物理統計学分野に着任した上原です。統計物理と高
分子物理、特に線・環・分岐・結び目・絡み目など高分子鎖のトポロジー
の違いによる物性の変化を、ランダムウォークを使って調べ、トポロジー
による物性制御の可能性、新物質創生への応用について研究してい
ます。最近ではグラフを用いて高分子ネットワークを表現し、絡み合い
による弾性力の強化や、ネットワーク構造のランダムさが弾性や破壊の
しやすさなどに与える影響を調べることに興味を持っています。赴任し
て間もないですが、多彩な分野の研究者から日々 刺激を受けているこ
とを実感します。新しい環境で教育や研究に尽力してまいります。どう
ぞよろしくお願いいたします。

[令和5年4月1日着任]

●数理物理学講座
●物理統計学分野

新任スタッフの紹介
Introduction of new staff

助教　

久 野  真 純

2023年4月に生物圏情報学講座の助教として着任しました。2020年に
カナダのレイクヘッド大学自然資源管理学部にてPhD（Forest 
Sciences）の学位を取得し、帰国後は学振特別研究員として東京大学
やスイス連邦工科大学にて森林や動物の多様性に関する研究を行っ
てきました。またその間、東京大学ではプレFaculty Developmentのプ
ログラムを受講する機会があり、以来、大学における教育開発に強い
関心があります。これから京都大学にて教育・研究に携わらせていた
だくのがとても楽しみです。京都へ来るのは修学旅行以来で、毎日わ
くわくしながら街並みや山 の々景色を眺めています。至らぬ点が多 あ々
るかと存じますが、ご指導ご鞭撻のほど何卒よろしく申し上げます。

[令和5年4月1日着任]

●生物圏情報学講座
●生物環境情報学分野

助教

辻  冴 月

2023年4月1日付で生物圏情報学講座生物資源情報学分野に助教と
して着任しました辻冴月と申します。子供の頃から生き物や自然環境
に興味があり、これらをより深く理解しつつ、未来の社会に残すことに
貢献できたらと思い、大学院より環境DNA分析と呼ばれる生物多様性
モニタリング手法の開発と応用に携わってきました。情報学研究科で
は、生物多様性の大規模データと地理情報システムやリモートセンシ
ング技術、分布推定モデルなどを組み合わせ、自然と共生する社会の
実現に貢献する技術の開発や人材の育成に努めて参ります。今後とも
ご指導ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

[令和5年4月1日着任]

●生物圏情報学講座
●生物資源情報学分野

助教　

池 渕  未 来

2021年にマサチューセッツ工科大学でPhDを取得後，国立情報学研
究所での特任研究員を経て2023年4月にコンピュータ工学講座コン
ピュータソフトウェア分野の助教に着任いたしました。
ソフトウェア開発におけるバグを減らすための形式的検証や、プログ
ラミングの基礎理論とも言える書換系・等式系の理論的研究などを
行っています。京都大学の教員として、他の先生方と交流しながら、自
身も研究者・教育者として精進していきたいと思います。

[令和5年4月1日着任]

●コンピュータ工学講座
●コンピュータ
   ソフトウェア分野

助教　

白 木  隆 太

2023年4月より情報学研究科の助教に着任しました白木隆太と申しま
す。2023年3月に名古屋大学大学院工学研究科で博士号を取得しま
した。フォトニックネットワークや機械学習アルゴリズムの研究をしてお
ります。常に課題の本質を追究すべく、研究を進めております。今後、
本大学での教育および研究活動に貢献できるよう尽力する所存です。
ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。

[令和5年4月1日着任]

●通信システム
　工学講座
●知的通信網分野

助教　

香 田  優 介

2022年5月に通信システム工学講座ディジタル通信分野の助教に着任
いたしました。2021年３月に同専攻伝送メディア分野で博士号を取得
し、卒業後１年間、フィンランドのオウル大学で博士研究員をとして勤
めておりました。博士課程の頃より一貫して、５G・6Gといったワードで
近年注目されている次世代の無線通信技術について研究をしておりま
して、その中でも高周波数帯を用いるミリ波・テラヘルツ無線通信技
術について主に取り組んでおります。本学には学生時代大変お世話
になりましたので、研究・教育活動を通して少しでも貢献できれば幸
いです。どうぞよろしくお願いいたします。

[令和4年5月1日着任]

●通信システム工学講座
●ディジタル通信分野

助教　

丁  世 堯

長 野  祥 大

2022年9月に本学の情報学研究科社会情報学専攻で博士号を取得
し、10月に社会情報モデル講座分散情報システム分野の助教として着
任いたしました。エージェントや人間の合意形成を中心としたマルチ
エージェントの研究に取り組んでおります。自分の研究が実際にどのよ
うな社会影響を与えられるのかに関心を持ち、研究機関や企業と連携
し、エッジサーバの協調、ドローン配送や自動交渉等、多様な社会実
装を進めております。また、研究だけではなく、学務にも積極的に関わっ
ていき、十分に貢献することを目指して活動しております。今後とも、
何卒よろしくお願いいたします。

[令和4年10月1日着任]

●社会情報モデル講座
●分散情報システム分野

助教　

2022年10月に脳認知科学講座脳情報学分野に着任いたしました。
2020年に東京大学で博士号を取得後、同大学で機械学習の深層生
成モデル・表現学習を研究してきました。特に、データセットに特定の
構造が仮定できるような状況での効率的な機械学習手法や既存手法
の解析を進めてきました。今後は機械にとどまらず人の脳内の内部表
現の解析も見据えた研究を進めたいと考えております。京都大学情報
学研究科という新しい環境で、これから教育・研究活動に貢献できる
よう努めてまいります。何卒ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたし
ます。

[令和4年10月1日着任]

●脳認知科学講座
●脳情報学分野

准教授　

島 崎  秀 昭

ただいま京大情報！　2022年10月にシステム情報論講座論理生命学
分野に着任した島崎と申します。2017年から3年間、知能情報学専攻
に設置された共同研究講座の運営のため、企業からの出向という形
で赴任していました。知能情報の先生方には共同研究や短期留学生
受入等の支援事業にご協力頂き感謝申し上げます。長年使っていな
かったという市川記念館をお借りし、同僚の先生や秘書さんと倉庫と
化していた建物を整備し、研究に励んだのは良い思い出です。私は脳
の理論研究が専門ですが、研究科の各コースには脳科学の実験・理
論の第一人者が点在しています。折しも１専攻化の只中に赴任してき
ました。関連する先生方と連絡を取り合い、まずは自身の関連分野か
ら繋がりを深めていければと思っています。

[令和4年10月1日着任]

●システム情報論講座
●論理生命学分野
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講師　

上 原  恵 理 香

数理物理学講座物理統計学分野に着任した上原です。統計物理と高
分子物理、特に線・環・分岐・結び目・絡み目など高分子鎖のトポロジー
の違いによる物性の変化を、ランダムウォークを使って調べ、トポロジー
による物性制御の可能性、新物質創生への応用について研究してい
ます。最近ではグラフを用いて高分子ネットワークを表現し、絡み合い
による弾性力の強化や、ネットワーク構造のランダムさが弾性や破壊の
しやすさなどに与える影響を調べることに興味を持っています。赴任し
て間もないですが、多彩な分野の研究者から日々 刺激を受けているこ
とを実感します。新しい環境で教育や研究に尽力してまいります。どう
ぞよろしくお願いいたします。

[令和5年4月1日着任]

●数理物理学講座
●物理統計学分野

新任スタッフの紹介
Introduction of new staff

助教　

久 野  真 純

2023年4月に生物圏情報学講座の助教として着任しました。2020年に
カナダのレイクヘッド大学自然資源管理学部にてPhD（Forest 
Sciences）の学位を取得し、帰国後は学振特別研究員として東京大学
やスイス連邦工科大学にて森林や動物の多様性に関する研究を行っ
てきました。またその間、東京大学ではプレFaculty Developmentのプ
ログラムを受講する機会があり、以来、大学における教育開発に強い
関心があります。これから京都大学にて教育・研究に携わらせていた
だくのがとても楽しみです。京都へ来るのは修学旅行以来で、毎日わ
くわくしながら街並みや山 の々景色を眺めています。至らぬ点が多 あ々
るかと存じますが、ご指導ご鞭撻のほど何卒よろしく申し上げます。

[令和5年4月1日着任]

●生物圏情報学講座
●生物環境情報学分野

助教

辻  冴 月

2023年4月1日付で生物圏情報学講座生物資源情報学分野に助教と
して着任しました辻冴月と申します。子供の頃から生き物や自然環境
に興味があり、これらをより深く理解しつつ、未来の社会に残すことに
貢献できたらと思い、大学院より環境DNA分析と呼ばれる生物多様性
モニタリング手法の開発と応用に携わってきました。情報学研究科で
は、生物多様性の大規模データと地理情報システムやリモートセンシ
ング技術、分布推定モデルなどを組み合わせ、自然と共生する社会の
実現に貢献する技術の開発や人材の育成に努めて参ります。今後とも
ご指導ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

[令和5年4月1日着任]

●生物圏情報学講座
●生物資源情報学分野

助教　

池 渕  未 来

2021年にマサチューセッツ工科大学でPhDを取得後，国立情報学研
究所での特任研究員を経て2023年4月にコンピュータ工学講座コン
ピュータソフトウェア分野の助教に着任いたしました。
ソフトウェア開発におけるバグを減らすための形式的検証や、プログ
ラミングの基礎理論とも言える書換系・等式系の理論的研究などを
行っています。京都大学の教員として、他の先生方と交流しながら、自
身も研究者・教育者として精進していきたいと思います。

[令和5年4月1日着任]

●コンピュータ工学講座
●コンピュータ
   ソフトウェア分野

助教　

白 木  隆 太

2023年4月より情報学研究科の助教に着任しました白木隆太と申しま
す。2023年3月に名古屋大学大学院工学研究科で博士号を取得しま
した。フォトニックネットワークや機械学習アルゴリズムの研究をしてお
ります。常に課題の本質を追究すべく、研究を進めております。今後、
本大学での教育および研究活動に貢献できるよう尽力する所存です。
ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。

[令和5年4月1日着任]

●通信システム
　工学講座
●知的通信網分野

助教　

香 田  優 介

2022年5月に通信システム工学講座ディジタル通信分野の助教に着任
いたしました。2021年３月に同専攻伝送メディア分野で博士号を取得
し、卒業後１年間、フィンランドのオウル大学で博士研究員をとして勤
めておりました。博士課程の頃より一貫して、５G・6Gといったワードで
近年注目されている次世代の無線通信技術について研究をしておりま
して、その中でも高周波数帯を用いるミリ波・テラヘルツ無線通信技
術について主に取り組んでおります。本学には学生時代大変お世話
になりましたので、研究・教育活動を通して少しでも貢献できれば幸
いです。どうぞよろしくお願いいたします。

[令和4年5月1日着任]

●通信システム工学講座
●ディジタル通信分野

助教　

丁  世 堯

長 野  祥 大

2022年9月に本学の情報学研究科社会情報学専攻で博士号を取得
し、10月に社会情報モデル講座分散情報システム分野の助教として着
任いたしました。エージェントや人間の合意形成を中心としたマルチ
エージェントの研究に取り組んでおります。自分の研究が実際にどのよ
うな社会影響を与えられるのかに関心を持ち、研究機関や企業と連携
し、エッジサーバの協調、ドローン配送や自動交渉等、多様な社会実
装を進めております。また、研究だけではなく、学務にも積極的に関わっ
ていき、十分に貢献することを目指して活動しております。今後とも、
何卒よろしくお願いいたします。

[令和4年10月1日着任]

●社会情報モデル講座
●分散情報システム分野

助教　

2022年10月に脳認知科学講座脳情報学分野に着任いたしました。
2020年に東京大学で博士号を取得後、同大学で機械学習の深層生
成モデル・表現学習を研究してきました。特に、データセットに特定の
構造が仮定できるような状況での効率的な機械学習手法や既存手法
の解析を進めてきました。今後は機械にとどまらず人の脳内の内部表
現の解析も見据えた研究を進めたいと考えております。京都大学情報
学研究科という新しい環境で、これから教育・研究活動に貢献できる
よう努めてまいります。何卒ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたし
ます。

[令和4年10月1日着任]

●脳認知科学講座
●脳情報学分野

准教授　

島 崎  秀 昭

ただいま京大情報！　2022年10月にシステム情報論講座論理生命学
分野に着任した島崎と申します。2017年から3年間、知能情報学専攻
に設置された共同研究講座の運営のため、企業からの出向という形
で赴任していました。知能情報の先生方には共同研究や短期留学生
受入等の支援事業にご協力頂き感謝申し上げます。長年使っていな
かったという市川記念館をお借りし、同僚の先生や秘書さんと倉庫と
化していた建物を整備し、研究に励んだのは良い思い出です。私は脳
の理論研究が専門ですが、研究科の各コースには脳科学の実験・理
論の第一人者が点在しています。折しも１専攻化の只中に赴任してき
ました。関連する先生方と連絡を取り合い、まずは自身の関連分野か
ら繋がりを深めていければと思っています。

[令和4年10月1日着任]

●システム情報論講座
●論理生命学分野



SYM
POSIUM

　2023年2月22日（水）に情報学研究
科主催による第24回情報学シンポジ
ウムが開催された。ICTイノベーショ
ンと同時開催というフォーマットに戻
り、京都大学百周年時計台記念館百
周年記念ホールを主会場として、
Zoomウェビナーでの配信も行うハイ
ブリッド開催とした。参加登録者数は
現地参加123名（一般74名、学内49
名）、オンライン参加128名（一般85名、
学内43名）、参加者の実数は現地参
加53名、オンライン参加67名であっ
た。
　今回のシンポジウムでは、「文理融
合の中核となる情報学」をテーマとし
た。情報学の進展とともに人文・社
会科学との融合がますます進んでき
ている。情報学は、伝統的な人文・
社会科学の研究に革新的な方法論
を提供してきた。文系を含めたあら
ゆる分野の科学技術に関する知見を
総合的に活用する「総合知」において
も中心的な役割を果たすことが期待
されている。様々な関連テーマに関
する講演とディスカッションから、文
理融合の総合的な人間研究における

情報学の現在と未来について考えた
い、というのがシンポジウムの趣旨
だった。
　まず、開会の挨拶において河原研
究科長から、情報学が分野融合の中
核に位置するというのは傲慢と受け
止められる可能性があり、幅広い分
野を下から支えるという謙虚な姿勢
が望まれるという指摘があった。他分
野への尊敬が分野融合の基本であ
ることをあらためて意識させられた。
　1件目の講演として、慶應大学理
工学部教授で、同大の共生知能創
発社会研究センター長の栗原聡教授
に「人とAIとの共生に向けた統合AI
実現への展望」というタイトルでお話
しいただいた。栗原氏が研究総括を
務めるJSTさきがけ「文理融合による
人と社会の変革基盤技術の共創」で
は、人文社会科学と連携しながら社
会シミュレーションで実際の社会課題
を解決することを目指している。具体
例として、COVID-19の感染に関する
予測が、人間の行動ネットワークがス
モールワールドネットワーク型である
ことを考慮したシミュレーションでうま

く説明できることが紹介された。人間
とAIの共生に関しては、人間が必ず
しも常に合理的に判断するわけでは
無い点に注目して、合理的AIだけで
は不十分である。高自律性・高適応
性のある熟考型AI、自らの身体性と
の関係で状況を理解し、アフォーダ
ンスを活用し、空気を読むAIを作る
必要があること、そして大規模言語
モデルを利用することで、研究を加
速することが可能となること、などが
指摘された。
　続いて、一般財団法人人文情報
学研究所主席研究員の永崎研宣氏
に、「デジタル人文学の現状と課題」
について講演いただいた。デジタル
人文学は、哲学、歴史、社会学、言
語学、芸術、コンピュータ科学を含む
人文学・情報学分野の多様なディシ
プリンを、デジタルを通じて再統合す
ることを目指して発展してきた。この
取組を持続可能なものとする研究環
境を作っていくことが必要であると永
崎氏は訴える。そのためには、データ
やツールのオープン化と標準化など
が重要である。人文学の「研究デー

タ」に関しても、アナログの一次資料
をデジタル画像やテキストデータに変
換するというだけでは無く、研究成果
の基礎となった研究者のノートやメモ、
さらには研究者の読んだ印象や資料
に触った印象といった知をデジタル
化して共有する必要がある。このよう
な研究者の暗黙知に関わる部分を共
有するためには、情報学と連携した
研究開発が必要である。人文知の
データ構築や共有に関して、日本に
はさまざまな課題が残されており、早
期の体制づくりが望まれる。日本のデ
ジタル人文学推進の中心人物である
永崎氏は、現在の問題点と情報学へ
の熱い期待を、このように語った。
　３件目の講演は、国立情報学研究
所の佐藤いまり教授の「光イメージン
グ技術による美しさの探究」であった。
佐藤氏はコンピュータビジョンの分野
で世界的に活躍している研究者で、
近年は波長依存的な光学特性を賢く
利用して多くの興味深い成果を挙げ
ている。本講演ではまず、対象物に
光を当てたときに発生する超音波を
観測してセンシングする光超音波イ
メージング技術を最新のコンピュータ
ビジョンの技術で進歩させることで、
医療現場において安全で簡便でか
つ高解像度の画像が測定できるよう
になった研究が紹介された。人間の
血管やリンパ腺が高解像度で可視化
された画像は非常にインパクトがあっ
た。次に、波長依存的な吸収・発光
のメカニズムに基づく画像処理技術
に関する最新の成果として、ポーラ
美術館にある藤田嗣治の作品の乳白

色の絵肌の秘密を蛍光分析で解明
した研究が紹介された。分析の結果、
藤田は美術館等の通常の可視光照
明では白色に見えるが、紫外線を当
てると異なる色に発光する画材を意
図的に描き分けていた可能性が明ら
かになり、専門家を驚かしたという。
分光スペクトル分析による古典籍の
紙の分析など、デジタル人文学から
も注目される研究成果も紹介された。
　講演の最後として、情報学研究科
知能情報学専攻を代表して、村脇有
吾講師から「言語変化の数理」と題し
た講演が行われた。世界の様 な々言
語の語順に注目し、文献記録に残る
語順変化を調べ、記録されていない
語順変化を明らかにするという系統
学的比較法においては、長らく人間 
(言語学者) による論証が行われてき
た。しかし、問題が複雑になり、人間
の手（頭）には負えなくなってきた。そ
こに、数理モデルが導入された。統
計を使って不確実性をモデル化する
ことで、世界の言語の進化の歴史を
確信度つきで推定することができるよ
うになったのである。さらに、各言語
を文法的な特徴の列として記述し、
既存言語群が形成するデータ多様体
のようなものを定義することができれ
ば、未知の言語が存在しそうか否か
を、その言語の特徴が多様体上に存
在しそうか否かで判定できる可能性
があるというのである。まさに、人文
系の領域の問題に情報学から取り組
むとどうなるかの好例であった。一方
で、現時点では数理モデルの導入に
必ずしも言語学者は好意的で無いと

いう点を村脇氏は指摘した。さらに、
いずれ方法論としての情報学はすべ
ての学問領域において不可欠になっ
て組織としての情報学は消滅する時
がくるだろうが、情報学がすべてを
覆うまでの過渡期には独立組織とし
ての情報学が変化を加速させていく
だろう、という情報学の展望が語ら
れた。
　パネルディスカッション（司会西田）
では、文系・理系を生む教育システ
ムの問題や、巨大言語モデルの隆盛
のなかでどのようなデータを蓄積して
いくべきかといった話題で議論が盛
り上がった。最後に、人類の進化に
おいて大きな働きをした火と、我々が
いま手にしつつある人工知能の関係
性を鋭く指摘した西野知能情報学専
攻長の閉会の挨拶で、シンポジウム
は終了した。
　ハイブリッド開催ということもあって、
現地参加者が少なかったことが残念
であったが、参加者への事後アン
ケートでは、レベルの高い議論を評
価して頂いたことが確認できて安堵
した。最後に、本シンポジウムの企画
および運営にあたって、知能情報学
専攻の黒橋禎夫教授、 第17回ICTイ
ノベーション実行委員会、情報学研
究科総務掛、京大オリジナルに大変
お世話になった。この場を借りてこれ
らの方 に々深く感謝を申し上げる。
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科主催による第24回情報学シンポジ
ウムが開催された。ICTイノベーショ
ンと同時開催というフォーマットに戻
り、京都大学百周年時計台記念館百
周年記念ホールを主会場として、
Zoomウェビナーでの配信も行うハイ
ブリッド開催とした。参加登録者数は
現地参加123名（一般74名、学内49
名）、オンライン参加128名（一般85名、
学内43名）、参加者の実数は現地参
加53名、オンライン参加67名であっ
た。
　今回のシンポジウムでは、「文理融
合の中核となる情報学」をテーマとし
た。情報学の進展とともに人文・社
会科学との融合がますます進んでき
ている。情報学は、伝統的な人文・
社会科学の研究に革新的な方法論
を提供してきた。文系を含めたあら
ゆる分野の科学技術に関する知見を
総合的に活用する「総合知」において
も中心的な役割を果たすことが期待
されている。様々な関連テーマに関
する講演とディスカッションから、文
理融合の総合的な人間研究における

情報学の現在と未来について考えた
い、というのがシンポジウムの趣旨
だった。
　まず、開会の挨拶において河原研
究科長から、情報学が分野融合の中
核に位置するというのは傲慢と受け
止められる可能性があり、幅広い分
野を下から支えるという謙虚な姿勢
が望まれるという指摘があった。他分
野への尊敬が分野融合の基本であ
ることをあらためて意識させられた。
　1件目の講演として、慶應大学理
工学部教授で、同大の共生知能創
発社会研究センター長の栗原聡教授
に「人とAIとの共生に向けた統合AI
実現への展望」というタイトルでお話
しいただいた。栗原氏が研究総括を
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とAIの共生に関しては、人間が必ず
しも常に合理的に判断するわけでは
無い点に注目して、合理的AIだけで
は不十分である。高自律性・高適応
性のある熟考型AI、自らの身体性と
の関係で状況を理解し、アフォーダ
ンスを活用し、空気を読むAIを作る
必要があること、そして大規模言語
モデルを利用することで、研究を加
速することが可能となること、などが
指摘された。
　続いて、一般財団法人人文情報
学研究所主席研究員の永崎研宣氏
に、「デジタル人文学の現状と課題」
について講演いただいた。デジタル
人文学は、哲学、歴史、社会学、言
語学、芸術、コンピュータ科学を含む
人文学・情報学分野の多様なディシ
プリンを、デジタルを通じて再統合す
ることを目指して発展してきた。この
取組を持続可能なものとする研究環
境を作っていくことが必要であると永
崎氏は訴える。そのためには、データ
やツールのオープン化と標準化など
が重要である。人文学の「研究デー

タ」に関しても、アナログの一次資料
をデジタル画像やテキストデータに変
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利用して多くの興味深い成果を挙げ
ている。本講演ではまず、対象物に
光を当てたときに発生する超音波を
観測してセンシングする光超音波イ
メージング技術を最新のコンピュータ
ビジョンの技術で進歩させることで、
医療現場において安全で簡便でか
つ高解像度の画像が測定できるよう
になった研究が紹介された。人間の
血管やリンパ腺が高解像度で可視化
された画像は非常にインパクトがあっ
た。次に、波長依存的な吸収・発光
のメカニズムに基づく画像処理技術
に関する最新の成果として、ポーラ
美術館にある藤田嗣治の作品の乳白

色の絵肌の秘密を蛍光分析で解明
した研究が紹介された。分析の結果、
藤田は美術館等の通常の可視光照
明では白色に見えるが、紫外線を当
てると異なる色に発光する画材を意
図的に描き分けていた可能性が明ら
かになり、専門家を驚かしたという。
分光スペクトル分析による古典籍の
紙の分析など、デジタル人文学から
も注目される研究成果も紹介された。
　講演の最後として、情報学研究科
知能情報学専攻を代表して、村脇有
吾講師から「言語変化の数理」と題し
た講演が行われた。世界の様 な々言
語の語順に注目し、文献記録に残る
語順変化を調べ、記録されていない
語順変化を明らかにするという系統
学的比較法においては、長らく人間 
(言語学者) による論証が行われてき
た。しかし、問題が複雑になり、人間
の手（頭）には負えなくなってきた。そ
こに、数理モデルが導入された。統
計を使って不確実性をモデル化する
ことで、世界の言語の進化の歴史を
確信度つきで推定することができるよ
うになったのである。さらに、各言語
を文法的な特徴の列として記述し、
既存言語群が形成するデータ多様体
のようなものを定義することができれ
ば、未知の言語が存在しそうか否か
を、その言語の特徴が多様体上に存
在しそうか否かで判定できる可能性
があるというのである。まさに、人文
系の領域の問題に情報学から取り組
むとどうなるかの好例であった。一方
で、現時点では数理モデルの導入に
必ずしも言語学者は好意的で無いと

いう点を村脇氏は指摘した。さらに、
いずれ方法論としての情報学はすべ
ての学問領域において不可欠になっ
て組織としての情報学は消滅する時
がくるだろうが、情報学がすべてを
覆うまでの過渡期には独立組織とし
ての情報学が変化を加速させていく
だろう、という情報学の展望が語ら
れた。
　パネルディスカッション（司会西田）
では、文系・理系を生む教育システ
ムの問題や、巨大言語モデルの隆盛
のなかでどのようなデータを蓄積して
いくべきかといった話題で議論が盛
り上がった。最後に、人類の進化に
おいて大きな働きをした火と、我々が
いま手にしつつある人工知能の関係
性を鋭く指摘した西野知能情報学専
攻長の閉会の挨拶で、シンポジウム
は終了した。
　ハイブリッド開催ということもあって、
現地参加者が少なかったことが残念
であったが、参加者への事後アン
ケートでは、レベルの高い議論を評
価して頂いたことが確認できて安堵
した。最後に、本シンポジウムの企画
および運営にあたって、知能情報学
専攻の黒橋禎夫教授、 第17回ICTイ
ノベーション実行委員会、情報学研
究科総務掛、京大オリジナルに大変
お世話になった。この場を借りてこれ
らの方 に々深く感謝を申し上げる。
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　令和5年2月22日、ICTイノベーショ
ンは3年ぶりに百周年時計台記念館
でリアル開催された。出展者数は53
件(内訳は知能情報学専攻:11件、社
会情報学専攻:3件、先端数理科学
専攻:5件、数理工学専攻:11件、シス
テム科学専攻:8件、通信情報学専攻:
7件、学術情報メディアセンター :2件、
プラットフォーム学卓越大学院プログ
ラム:6件)で、実際の参加者について
は学外から177名、学内より184名（教
職員62名・学生121名・不明1名）（※
学生121名内、業界説明会参加46
名）の合計361名であった。コロナ 以
前のICTイノベーションと比べると参
加者については約7割強に減ったが、
これは結果的に主催者や後援いただ
いた機関からコロナ 感染対策をしっ
かりと行うという要請に自然に沿うも
のとなった。
　今回新しい試みとしてICTイノベー
ションの当日のオーラルセッション、会
場の様子をアーカイブ化し、Youtube
に公開し、会場に来なかった方でも
後で世界中から見える様にしたこと
があげられる。※1

　またリアル開催は、自然にリアル交
流会（懇親会）の復活につながる。実
際、ICTイノベーションの趣旨である
産官学のネットワーク作りという意味
では、交流会は不可欠である。交流
会では、8件の優秀研究賞の発表が
河原情報学研究科長から表彰され
た。※2
　会場での様子から今回のリアル開
催を一番満喫したのは参加した学生
自身だと思われる。ある発表者(D3)
に聞くと、昨年度一昨年度はオンライ
ンでリアル開催は初めてであり、今
回卒業するまでに初めてリアルICTイ
ノベーションに参加できたと言ってい
た。実際この様な会で初めて情報学
研究科の他の研究室の学生がどの
様な研究をしているのかが解るのは
新鮮であったらしい。尚、次回は来
年2月21日の開催となることが決定し
ている。
　副実行委員長の辻徹郎先生には
公正な優秀研究賞の評価ルールの
作成とその運用をしていただいた。
今回も京大オリジナルに事務局を委
託し、山口素乃子さん、箱森昌太さん

には実行委員に入っていただいた。
プラットフォーム学卓越大学院の高
木淳一先生にもプラットフォーム学大
学院との連携で入っていただいた。
研究室の高明慧専門業務職にも実
行委員に入っていただき、事務局と
研究室との橋渡しなど様 な々庶務を
面倒みていただいた。
　第17回ICTイノベーションは、情報
学研究科、学術情報メディアセンター、
プラットフォーム学卓越大学院プログ
ラム、産官学連携本部の主宰で行わ
れた。
　本報告の写真4点は池田麻誉さん
が撮影したものである。一方、配布さ
れたパンフレットのデザイン、当日映
写したフラクタル映像は研究室の比
果奨人さんが作成した。松山拓生さ
んにはカメラで撮影と同時にYoutube
へのライブ配信を行う上で手伝って
もらった。彼らの献身的なサポートが
なければ、このように無事開催でき
たことを報告できなかったであろう。
これら関係部門、関係者全てに対し
てこの場を借りて、深く感謝を申し上
げたい。
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　「こんなところに情報学！」と題した
公開講座を、令和4年8月11日（山の
日）に開催しました。本年度の公開講
座の趣旨は、情報というものはネット
の上にだけあるわけではなくて、人や
社会の活動のなかで情報が作り出さ
れているのだということを多くの方々
に知っていただきたいということでし
た。くらしや環境をよりよくするために、
様 な々局面で情報は創られ、活用さ
れています。本年度の公開講座の企
画を行った社会情報学専攻には、こ
の「様々な局面で情報を創造してい
る」多様な研究者が在籍しています。
本公開講座では、彼らの研究の中か
ら、4つの話題を選び、中学生、高校
生を含む市民の方々に届けることに
しました。
　話題は、1）よりよい医療のために、
2）より効果的な防災のために、3）希
少な生物の保全を通して人と自然の
よりよい共存のために、4）公共空間
でロボットがより活躍するためにで、
講演者の方々には、これらの研究を
知っていただき、人と社会の間でど
のように情報が生まれ、活用される

かについてわかりやすく解説すること
をお願いしました。
　今回の公開講座は、オンライン参
加と会場参加のハイブリッドの形式
で実施され、当日は会場65名、オン
ライン85名の計150名の市民の方々
に参加いただきました。
　河原達也情報学研究科長からの
開会の挨拶に続き、まず「医療に役
立つ情報学」というタイトルで、医療
情報学分野の黒田知宏教授にご講
演をいただきました。最近では、普及
の進んだスマートウォッチなど、健康
状態をモニターできるウェアラブルデ
バイスや、診断への利用について技
術開発が進むAIが、どのように私達
の命を守る役割を果たしてくれるか、
こうした情報学に基づく技術が医療
をどのように変えてきたのか、また、
これからどんな風に変えようとしてい
るのかを解りやすく紹介していただき
ました。
　次に、地域・防災情報システム学
分野の廣井慧准教授に「情報学で変
わる防災」というタイトルでご講演い
ただきました。近年、気候変動に伴う

自然災害の増加が懸念されています
が、防災に関する研究の世界にもAI
をはじめとする先端的な情報技術の
導入が進んでいます。情報学の利用
と防災技術、施策の関係について、
最新の研究動向をご紹介いただきま
した。情報学やその応用技術がどの
ように私たちの社会を、防災の側面
からどのように変えていくのかについ
て解説いただきました。
　第3の話題は、自然生態系の保全
に関わる問題への情報学的な技術
の応用に関することでした。本学東
南アジア地域研究研究所の木村里
子准教授は、社会情報学専攻生物
圏情報学講座のご出身で、「希少生
物の保全に役立つ情報学」というタイ
トルでご講演いただきました。ある地
域の絶滅危惧種の保全や生物多様
性の評価には、地道なフィールドワー
クが必要ですが、近年、機械学習や
AIをはじめとした情報技術が大きく
貢献しています。ご講演のなかで、
希少生物の行動生態や生態系のモ
ニタリングに情報技術がどのように役
に立照られているかを解りやすく説

明いただきました。
　最後は、ヒューマンロボット・イン
タラクション分野のブルシュチッチ ド
ラジェン准教授による話題提供でし
た。「公共の場で活躍するソーシャル
ロボットを目指して」というタイトルで、
ソーシャルロボットにはどのような機
能や知識が必要か、それを知るため
のフィールド実験が紹介されました。
近い将来、ロボットは私たちの日常環
境の中で様 な々仕事をこなし、私たち
と対話するようになることが考えられ
ます。そうしたロボットと人が共存す
る社会がよりよいものにするための研
究はロボットの研究でもあり、人につ
いての研究でもあるのです。
　オンラインでの参加が可能であっ
たため、参加者は北海道から沖縄ま
での全国から集まっていました。各
講演の後にはフロアからもオンライン
参加者からも活発な質疑があり、講

師の先生方から丁寧に回答いただき
ました。参加していた中高生が本公
開講座から知的な刺激を受けて、彼
らのうちの一人でも多くの人が、社会
と伴にある情報学の研究に興味を
持ってくれるようになればと思います。
　今回の公開講座では、社会情報
学専攻から、1つの基幹講座と2つの
協力講座（医療情報学、地域・防災
情報システム学）、基幹講座である生
物圏情報学講座と関連の深い東南
アジア地域研究研究所から講師をお
願いしました。情報学の多様な応用
分野があること、情報技術が社会に
おいてどのような活用されているか、
そうした技術や活動によって、これか
らの社会にどのような可能性が展望
できるかを考えていただける切掛に
なっていればと思います。
　最後に、話題やプレゼンテーション
に工夫を凝らして、解りやすい講演

にしていただいた講師の先生方に御
礼申し上げたいと思います。また、開
催準備のご協力をいただいた実行委
員会、研究科総務掛、社会情報学専
攻教員および事務補佐員の皆様に深
く御礼申し上げます。
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　京都大学サマーデザインスクール
は、京都大学をはじめ、産業界、自
治体、他大学からさまざまな分野の
専門家や学生が集い、1グループ6
名で十数種類のテーマに分かれて
問題発見や解決策の創出を行うデザ
インワークショップである。2020年の
コロナ禍以来、2年連続でオンライン
形式による開催としていたが、今回
は2022年8月31日～ 9月2日の3日間
の日程で、3年ぶりに対面形式により
開催した（主催：デザイン学大学院
連携プログラム、情報学研究科、経
営管理大学院、京都大学デザインイ
ノベーションコンソーシアム、共催：
工学研究科、教育学研究科、学術情
報メディアセンター、京都市立芸術
大学美術学部・美術研究科、京都
工芸繊維大学工芸科学研究科）。基
本的な流れは次のようなものである。
まず、事前に大学や企業からワーク
ショップ（WS）のテーマを募集し、次
にテーマを開示して参加者を募集す
る。例年、参加者の約6割は学生（う
ち半数は京大、残りは関東なども含
む他大学）、残りは企業や行政の職

員である。スクール当日は、最初の2
日間で各テーマの提案者（実施者）
がファシリテーションを行い、参加者
とともにデザインワークに取り組む。3
日目には成果発表を行う。
　コロナ禍のためオンライン形式で
開催した直近2年間には、いくつか新
しい試みを行った。ミニワークショップ
と呼ぶ、1日で完結するWSはその1つ
である。実施者、参加者の双方にとっ
て参加の敷居が低く、継続を望む声
が多かったため、今回もミニWSを実
施した。また、オンライン形式では海
外を含め遠方からも参加できるため、
こちらも継続を望む声が一定数あっ
た。そこで、対面形式で開催した今
回も、オンライン形式のWSを募集・
実施した。
　当日は、あいに
くオミクロン株の第
7波がピークを迎
えた直後で、感染
対策のため、WS
では原則マスク着
用とし、3会場に分
散して開催したが、

一つの空間に多数のグループが入っ
て議論をする高揚感も含め、オンラ
イン形式にはない久々の感覚を、対
面の参加者全員が共有した。3日目
の成果発表は、例年はポスター形式
だが、今回はオンラインのWSもあっ
たため、プレゼンテーション形式とし
た。最後に、これも3年振りとなる投
票を実施し、3つのテーマが優秀賞
に選ばれた。終了後の交流会は、コ
ロナの感染状況を踏まえ、飲食なし
の簡易なものとした。
　ところで運営面では、人手不足も
あり準備がかなり遅れ、広報が不十
分になってしまった。また、コロナ禍
の2年間で、10年近く積み上げてき
た対面実施の運営ノウハウの一部や、

WS用の資材も一部失われるといった
困難もあった。当然、元通りのサマー
デザインスクールとまでは言えなかっ
たが、会場で聞いた参加者の反応は
まずまずだった。
　実際、参加者アンケートでもそれ
を裏付ける結果が得られた。毎年同
じ項目を調査しているが、実はコロナ
禍の間は、「内容は期待通りか」「来
年も参加したいか」の2項目の評価が
低下傾向であった。しかし、今回は
対面開催の効果か、元の水準に回
復した。具体的には、「面白いと聞い
ていたが、それをはるかに超えてい
た」「日ごろ関わりを持つことができな
い異分野の研究者と知り合え、自ら
の研究への知見も得られた」「自らの
研究テーマに関する社会実装につい

て学ぶことができた」といった感想が
寄せられた。
　また、「オンラインは制約が多いが
続けるべき」「ポスター発表のように個
別に質疑できる形がよい」「テーマの
分野にもっとバリエーションが欲しい」
といった声もあった。最初の2点はハ
イブリッドでの実施環境のデザインが
求められているが、そこに情報技術
がどう貢献できるかも問われている。
最後の点は、10周年を迎えたサマー
デザインスクールやデザイン学が、
今後どのようにして分野の裾野を広
げていくのかという課題に繋がる。
　サマーデザインスクールは、WSの
企画や実施において、学内外の産官
学の関係諸氏の多大なるご協力で成
立している。ここに改めて感謝の意

を表する。13回目を迎えるサマーデ
ザインスクール2023は、9月19日～
21日に開催予定である。情報学研究
科構成員の皆様にも引き続きご協力
を賜りたく、お願い申し上げる。

2322

実行委員（京都大学デザインイノベーションコンソーシアム／公益財団法人京都高度技術研究所）

十 河  卓 司

京都大学サマーデザインスクール2022
開催報告

▲発表会の様子

▲ワークの様子

報 告

report■ Kyoto University Summer Design School 2022

■実施テーマ一覧

■参加者に対するアンケート結果
内容は期待通りでしたか 来年も参加したいですか

●フルワークショップ
1. 「敢えて間違える」をデザインする
2. 「ディスプレイ×建材」が実現する
　新しい生活様式を考える
3. 次世代のデジタル教育システムにおける映像利用の
　在り方を考える
4. 未来のコミュニケーションツール
5. 10年後の都市の「土地への愛着」をデザインしよう※
6. 不便益のあるモノゴトのデザイン※
7. おもいきり遊ぼう！～遊びからコミュニケーションを考える～
8. 最新AI言語処理ツールGPT-3と社会システムデザイン※

●ミニワークショップ
9.  推し活をデザインで紐解く
10.これからの“仲間（心地よい居場所）づくり”を
　 デザインする（オンライン実施）
11.京都の次世代モビリティを考える
12.「思いつく」から「たどり着く」へ　
～感情を起点にしたアイデア創出で
   未来のデジタル空間をデザインする～

（             は大学教員の実施テーマ（5件）、※印は優秀賞受賞テーマ）
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10.これからの“仲間（心地よい居場所）づくり”を
　 デザインする（オンライン実施）
11.京都の次世代モビリティを考える
12.「思いつく」から「たどり着く」へ　
～感情を起点にしたアイデア創出で
   未来のデジタル空間をデザインする～

（             は大学教員の実施テーマ（5件）、※印は優秀賞受賞テーマ）
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GAO，Wa　
中国
Nanjing Forestry University
Lecturer

ヒューマンロボットインタラク
ションに関する研究

社会情報学専攻
神田 崇行　教授

招へい外国人学者
2022/7/8 ～ 2023/7/7

SOSA LEON,Violeta Ana Luz
コロンビア
ヴェストファーレン・ヴィルヘルム大学
Doctoral Student

ヒューマンロボットインタラク
ションに関する研究

社会情報学専攻
神田 崇行　教授

外国人共同研究者
2022/10/1～2023/2/28

CHEN，Pei-Yin
台湾
京都大学
外国人共同研究者

両眼立体視のメカニズムの研究 知能情報学専攻
西田 眞也　教授

外国人共同研究者
2022/8/19～2022/8/24

LIU,Weijie
中国
浙江大学
博士課程学生

最適輸送に基づいた機械学習
技術の研究開発

知能情報学専攻
鹿島 久嗣　教授

外国人共同研究者
2022/10/25～2023/10/25

DI CARLO，Diego
イタリア
理化学研究所
革新知能統合研究センター研究員

統計的音響信号処理に関する
共同研究

知能情報学専攻
吉井 和佳　准教授

外国人共同研究者
2022/9/5～2023/3/31

KIM, Nahyun
韓国
大邱カトリック大学
博士課程学生

食物依存症にかかるヒト神経心
理学実験の実施

知能情報学専攻
後藤 幸織　准教授

外国人共同研究者
2023/1/4～2023/2/1

SAPLACAN, Diana
スウェーデン
オスロ大学
研究員(役職付)

ヒューマンロボットインタラク
ションに関する研究

社会情報学専攻
神田 崇行　教授

外国人共同研究者
2023/1/20～2023/3/17

DAYEKH,Hadi 
レバノン
グルノーブルアルプ大学
博士課程学生

ハイブリッドオートマトンの学習
手法に関する研究

通信情報システム専攻
末永 幸平　准教授

外国人共同研究者
2023/3/2～2023/4/30

Mark Hasegawa-Johnson
アメリカ
イリノイ大学
教授

音声情報処理と音声知覚に関
する研究

知能情報学専攻
西野 恒　教授

招へい研究員（客員教授）
2022/6/17～2022/8/16

Tomoki Ohsawa
日本
テキサス大学
准教授

非ホロノーム系や拘束系、量子
系、半古典系の力学、および最
適制御理論

数理工学専攻
石井 信　教授

招へい研究員（客員教授）
2022/12/23～2023/3/22

SU, Jhe-Kuan
台湾
国立台湾大学
博士課程学生

次世代の断層撮影技術である拡散光トモグ
ラフィの基礎となる微分方程式と関連して、
有界領域における定常 Boltzmann方程式
の解の正則性についての数学解析を行う

先端数理科学専攻
川越 大輔　助教

外国人共同研究者
2022/10/19～2022/11/1

FOUCHÉ,Edouard Pierre Joseph
フランス
カールスルーエ工科大学(KIT)
Senior Research & Lecturer (Postdoc)

動的意思決定アルゴリズムの
開発

システム科学専攻
本多 淳也　准教授

外国人共同研究者
2022/9/16～2023/4/30

SADIQ,Kamran
パキスタン
Johann Radon Institute 
for Computational and Applied 
Mathematics (RICAM)
Research Scientist

多重散乱情報をもちいる次世代
イメージング手法の数理解析に
関して継続している共同研究
を、対面での討論により円滑に
実施し、逆問題の数学解析手法
の知見を共有する。

先端数理科学専攻
藤原 宏志　准教授

外国人共同研究者
2022/9/2～2022/9/16

SHEEN, Dongwoo
韓国
ソウル大学校
教授

偏微分方程式の数値解析 先端数理科学専攻
磯 祐介　教授

招へい外国人学者
2022/6/28～2022/8/3

ARORA,Sanjeev
アメリカ
プリンストン大学
教授

自己教師付き学習の理論構築に
関する共同研究

知能情報学専攻
山田 誠　准教授

招へい外国人学者
2022/10/28～2022/11/26

SALVARANI, Francesco
イタリア
パヴィア大学
准教授

非平衡過程を伴う流体の数理解
析における運動論的アプローチ

先端数理科学専攻
田口 智清　教授

招へい外国人学者
2022/10/24～2022/11/7

Shuaiby Mohamed Shuaiby Ragab
エジプト
Assiut University
Assistant Professor

ヒューマンロボットインタラク
ションに関する研究

社会情報学専攻
神田 崇行　教授

外国人共同研究者
2022/6/30～2022/12/29

HAN， Jianbin　
中国
Shanghai Donghai Vocational and Technical College
Assistant Teacher

大規模複雑プロセスを対象とし
た異常検出・異常診断手法の
開発

システム科学専攻
加納 学　教授

外国人共同研究者
2022/6/12～ 2023/6/10

BAUDRY，Dorian　Henri, Gérard
フランス
フランス国立科学研究センター (CNRS)
博士後期課程学生

動的意思決定問題の理論に
関する研究

システム科学専攻
本多 淳也　准教授

外国人共同研究者
2022/4/1～ 2022/6/30

WU，Yanzhi
中国
西南交通大学
Assistant research fellow

マルチエージェントシステム理
論や強化学習にもとづく制御理
論に関する研究

数理工学専攻
加嶋 健司　准教授

外国人共同研究者
2022/7/14～ 2023/3/31

FIORUCCI, Marco　
イタリア
イタリア技術研究所
Marie Curie Experienced Researcher

最適輸送に基づいた機械学習
技術の研究開発

知能情報学専攻
山田 誠　准教授

外国人共同研究者
2022/5/1～ 2023/3/16

RYU, Heungjin
韓国
ウルサン科学技術院
ポスドク

市民科学こうもり調査
社会情報学専攻
小山 里奈　准教授

外国人共同研究者
2022/11/1～ 2024/10/31

BARBOT, Armand Jacques Pierre
フランス
ONERA-Laboratoire d'etude des 
microstructures(LEM)-UMR104
Post-doctorate

物理学へ機械学習を援用するア
プローチの研究

知能情報学専攻
鹿島 久嗣　教授

外国人共同研究者
2022/9/15～ 2024/9/14

ZHAO，Da　
中国
南方科技大学
客員研究員

応用数学と組合せに関する研究
数理工学専攻
辻本 諭　准教授

外国人共同研究者
2022/4/19～ 2024/4/18

GABORIAUD，Julien　
カナダ
モントリオール大学
博士課程後期学生

スクリャーニン・ホイン演算子
とホイン・パンルベ対応に関す
る数学理論の基礎研究

数理工学専攻
辻本 諭　准教授

外国人共同研究者
2022/4/5～ 2024/4/4

SHI，Yiyu　
中国
ノートルダム大学
准教授

ニューラルネットワーク秘密計
算のための評価フレームワーク

通信情報システム専攻
佐藤 高史　教授

招へい外国人学者
2022/9/30～ 2022/11/28

MORALES RUIZ Juan Joze 
スペイン
マドリード工科大学
教授

力学系と関連分野における微分
ガロア理論に基づく新たな理論
の展開

数理工学専攻
矢ヶ崎 一幸　教授

招へい外国人学者
2022/10/1～ 2022/12/22

REN,Huamin
中国
Kristiania University College
Associate Professor

エネルギー消費行動場面における人間
の行動理解と行動変容に対するコン
ピュータビジョンと機械学習技術の応用

知能情報学専攻
熊田 孝恒　教授

招へい外国人学者
2022/7/1～ 2022/8/14

CHATTOPADHYAY,Anupam
インド
南洋理工大学
准教授

NISQ量子計算機向け量子コン
パイラ技術の探索

通信情報システム専攻
佐藤　高史　教授

招へい外国人学者
2023/2/18～ 2023/3/4

AHMAD, Iftikhar
パキスタン
National University of Sciences and Technology
Associate Professor

不確実性下での原油精製設備
の省エネ運転実現に向けた人
工知能の活用

システム科学専攻
加納 学　教授

招へい外国人学者
2022/7/1～ 2022/9/19

LIN，Po-hung　 
台湾
National Yang Ming Chiao Tung University
Professor

有機トランジスタ回路・回路レ
イアウトの劣化考慮自動　設計
に関する研究

通信情報システム専攻
佐藤 高史　教授

招へい外国人学者
2023/7/29～2023/8/19
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GAO，Wa　
中国
Nanjing Forestry University
Lecturer

ヒューマンロボットインタラク
ションに関する研究

社会情報学専攻
神田 崇行　教授

招へい外国人学者
2022/7/8 ～ 2023/7/7

SOSA LEON,Violeta Ana Luz
コロンビア
ヴェストファーレン・ヴィルヘルム大学
Doctoral Student

ヒューマンロボットインタラク
ションに関する研究

社会情報学専攻
神田 崇行　教授

外国人共同研究者
2022/10/1～2023/2/28

CHEN，Pei-Yin
台湾
京都大学
外国人共同研究者

両眼立体視のメカニズムの研究 知能情報学専攻
西田 眞也　教授

外国人共同研究者
2022/8/19～2022/8/24

LIU,Weijie
中国
浙江大学
博士課程学生

最適輸送に基づいた機械学習
技術の研究開発

知能情報学専攻
鹿島 久嗣　教授

外国人共同研究者
2022/10/25～2023/10/25

DI CARLO，Diego
イタリア
理化学研究所
革新知能統合研究センター研究員

統計的音響信号処理に関する
共同研究

知能情報学専攻
吉井 和佳　准教授

外国人共同研究者
2022/9/5～2023/3/31

KIM, Nahyun
韓国
大邱カトリック大学
博士課程学生

食物依存症にかかるヒト神経心
理学実験の実施

知能情報学専攻
後藤 幸織　准教授

外国人共同研究者
2023/1/4～2023/2/1

SAPLACAN, Diana
スウェーデン
オスロ大学
研究員(役職付)

ヒューマンロボットインタラク
ションに関する研究

社会情報学専攻
神田 崇行　教授

外国人共同研究者
2023/1/20～2023/3/17

DAYEKH,Hadi 
レバノン
グルノーブルアルプ大学
博士課程学生

ハイブリッドオートマトンの学習
手法に関する研究

通信情報システム専攻
末永 幸平　准教授

外国人共同研究者
2023/3/2～2023/4/30

Mark Hasegawa-Johnson
アメリカ
イリノイ大学
教授

音声情報処理と音声知覚に関
する研究

知能情報学専攻
西野 恒　教授

招へい研究員（客員教授）
2022/6/17～2022/8/16

Tomoki Ohsawa
日本
テキサス大学
准教授

非ホロノーム系や拘束系、量子
系、半古典系の力学、および最
適制御理論

数理工学専攻
矢ヶ崎 一幸　教授

招へい研究員（客員教授）
2022/12/23～2023/3/22

SU, Jhe-Kuan
台湾
国立台湾大学
博士課程学生

次世代の断層撮影技術である拡散光トモグ
ラフィの基礎となる微分方程式と関連して、
有界領域における定常 Boltzmann方程式
の解の正則性についての数学解析を行う

先端数理科学専攻
川越 大輔　助教

外国人共同研究者
2022/10/19～2022/11/1

FOUCHÉ,Edouard Pierre Joseph
フランス
カールスルーエ工科大学(KIT)
Senior Research & Lecturer (Postdoc)

動的意思決定アルゴリズムの
開発

システム科学専攻
本多 淳也　准教授

外国人共同研究者
2022/9/16～2023/4/30

SADIQ,Kamran
パキスタン
Johann Radon Institute 
for Computational and Applied 
Mathematics (RICAM)
Research Scientist

多重散乱情報をもちいる次世代
イメージング手法の数理解析に
関して継続している共同研究
を、対面での討論により円滑に
実施し、逆問題の数学解析手法
の知見を共有する。

先端数理科学専攻
藤原 宏志　准教授

外国人共同研究者
2022/9/2～2022/9/16

SHEEN, Dongwoo
韓国
ソウル大学校
教授

偏微分方程式の数値解析 先端数理科学専攻
磯 祐介　教授

招へい外国人学者
2022/6/28～2022/8/3

ARORA,Sanjeev
アメリカ
プリンストン大学
教授

自己教師付き学習の理論構築に
関する共同研究

知能情報学専攻
山田 誠　准教授

招へい外国人学者
2022/10/28～2022/11/26

SALVARANI, Francesco
イタリア
パヴィア大学
准教授

非平衡過程を伴う流体の数理解
析における運動論的アプローチ

先端数理科学専攻
田口 智清　教授

招へい外国人学者
2022/10/24～2022/11/7

Shuaiby Mohamed Shuaiby Ragab
エジプト
Assiut University
Assistant Professor

ヒューマンロボットインタラク
ションに関する研究

社会情報学専攻
神田 崇行　教授

外国人共同研究者
2022/6/30～2022/12/29

HAN， Jianbin　
中国
Shanghai Donghai Vocational and Technical College
Assistant Teacher

大規模複雑プロセスを対象とし
た異常検出・異常診断手法の
開発

システム科学専攻
加納 学　教授

外国人共同研究者
2022/6/12～ 2023/6/10

BAUDRY，Dorian　Henri, Gérard
フランス
フランス国立科学研究センター (CNRS)
博士後期課程学生

動的意思決定問題の理論に
関する研究

システム科学専攻
本多 淳也　准教授

外国人共同研究者
2022/4/1～ 2022/6/30

WU，Yanzhi
中国
西南交通大学
Assistant research fellow

マルチエージェントシステム理
論や強化学習にもとづく制御理
論に関する研究

数理工学専攻
加嶋 健司　准教授

外国人共同研究者
2022/7/14～ 2023/3/31

FIORUCCI, Marco　
イタリア
イタリア技術研究所
Marie Curie Experienced Researcher

最適輸送に基づいた機械学習
技術の研究開発

知能情報学専攻
山田 誠　准教授

外国人共同研究者
2022/5/1～ 2023/3/16

RYU, Heungjin
韓国
ウルサン科学技術院
ポスドク

市民科学こうもり調査
社会情報学専攻
小山 里奈　准教授

外国人共同研究者
2022/11/1～ 2024/10/31

BARBOT, Armand Jacques Pierre
フランス
ONERA-Laboratoire d'etude des 
microstructures(LEM)-UMR104
Post-doctorate

物理学へ機械学習を援用するア
プローチの研究

知能情報学専攻
鹿島 久嗣　教授

外国人共同研究者
2022/9/15～ 2024/9/14

ZHAO，Da　
中国
南方科技大学
客員研究員

応用数学と組合せに関する研究
数理工学専攻
辻本 諭　准教授

外国人共同研究者
2022/4/19～ 2024/4/18

GABORIAUD，Julien　
カナダ
モントリオール大学
博士課程後期学生

スクリャーニン・ホイン演算子
とホイン・パンルベ対応に関す
る数学理論の基礎研究

数理工学専攻
辻本 諭　准教授

外国人共同研究者
2022/4/5～ 2024/4/4

SHI，Yiyu　
中国
ノートルダム大学
准教授

ニューラルネットワーク秘密計
算のための評価フレームワーク

通信情報システム専攻
佐藤 高史　教授

招へい外国人学者
2022/9/30～ 2022/11/28

MORALES RUIZ Juan Joze 
スペイン
マドリード工科大学
教授

力学系と関連分野における微分
ガロア理論に基づく新たな理論
の展開

数理工学専攻
矢ヶ崎 一幸　教授

招へい外国人学者
2022/10/1～ 2022/12/22

REN,Huamin
中国
Kristiania University College
Associate Professor

エネルギー消費行動場面における人間
の行動理解と行動変容に対するコン
ピュータビジョンと機械学習技術の応用

知能情報学専攻
熊田 孝恒　教授

招へい外国人学者
2022/7/1～ 2022/8/14

CHATTOPADHYAY,Anupam
インド
南洋理工大学
准教授

NISQ量子計算機向け量子コン
パイラ技術の探索

通信情報システム専攻
佐藤　高史　教授

招へい外国人学者
2023/2/18～ 2023/3/4

AHMAD, Iftikhar
パキスタン
National University of Sciences and Technology
Associate Professor

不確実性下での原油精製設備
の省エネ運転実現に向けた人
工知能の活用

システム科学専攻
加納 学　教授

招へい外国人学者
2022/7/1～ 2022/9/19

LIN，Po-hung　 
台湾
National Yang Ming Chiao Tung University
Professor

有機トランジスタ回路・回路レ
イアウトの劣化考慮自動 設計
に関する研究

通信情報システム専攻
佐藤 高史　教授

招へい外国人学者
2023/7/29～2023/8/19
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令和4年度 受託研究

諸報

専攻名・職名･氏名 研究課目等 委託者

人間参加型機械学習

「優しい介護」インタラクションの計算的・脳科学的解明

対話相手の内部状態モデルに基づく対話システム

自在遠隔音声対話の研究開発

人とAIの同化に基づく能力拡張型音楽理解・創作基盤

マルチモーダルなふるまいに基づく音声対話の人間目標型評価

安全な人工知能の実現に向けた動的３次元世界の理解と構築

地球環境デジタル基盤の構築とその高度化
【DIAS利用基盤の高度化と維持管理】

プライバシー強化型の移動・社会相互作用分析による
ハイパーローカル危機監視とパンデミック対策

地球環境デジタル基盤の構築とその高度化

プライバシ保護システム・データ解析と実応用システムに
おける検証

観光の個人化と分散化を促進する情報推薦基盤と
地域観光支援システムの構築

街角環境で共生するロボットのインタラクション基盤技術の
研究開発

モラルコンピューティングの研究開発

ヒューマンロボットインタラクションのための人工知能

ハイパーデモクラシープラットフォームの実現と社会実装

リライアブルな意思決定のための時空間因果推論モデルの研究

環境DNAに基づく希少種・外来種の分布動態評価技術の
開発と実践

ネイチャーポジティブ成長社会実現拠点に関する京都大学による
研究開発

環境学関連分野における学術研究動向  
―超学際的研究の可能性について―

限界環境地域における気候変動による不確実性

Human-Wildlife Harmony in Society 5.0 using Resilient 
SIGFOX Telecommunication

Ｐｉｏｎｅｅｒｉｎｇ　ｔｈｅ　Ｄｉｓｃｉｐｌｉｎｅ　ｏｆ　Ｒａｄａｒ　
Ａｅｒｏｅｃｏｌｏｇｙ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　Ｇｌｏｂａｌ Ｓｔｕｄｙ　ａｎｄ　
Ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ａｉｒｂｏｒｎｅ　Ａｎｉｍａｌｓ

アジアのコウモリにおけるSARS-CoV-2の起源の調査および解明

複合性局所疼痛症候群（ＣＲＰＳ）患者の脳機能ネットワークの病態
生理の解明

高効率・高速処理を可能とするＡＩチップ・次世代コンピューティ
ングの技術開発／次世代コンピューティング技術の開発／
未来共生社会にむけたニューロモルフィックダイナミクスの
ポテンシャルの解明
研究項目４：非線形ダイナミクス・確率・ゆらぎ理論の適用

Ｏｐｔｏｔｈｅｒｍａｌ　ｆｌｕｉｄｉｃｓの分子流体科学への展開

機械学習を用いた突風軽減制御

制御・最適輸送理論の融合による大規模系の制御法開発

変分的および幾何学的手法による人工衛星と惑星探査機の
軌道設計

心拍変動解析によるてんかん発作予知AIシステムの研究開発

確率測度の空間上の動的システムの可到達性の解析と深層学習へ
の応用

オープン群知能学の創成：「群の制御」から「群で制御」へ

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
海洋研究開発機構

国立研究開発法人
海洋研究開発機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

近畿総合通信局

知能情報学専攻
教授　鹿島 久嗣

社会情報学専攻
教授　土居 秀幸

社会情報学専攻
教授　土居 秀幸

社会情報学専攻
教授　大手 信人

社会情報学専攻
教授　大手 信人

社会情報学専攻
助教　Vincenot Christian

社会情報学専攻
助教　Vincenot Christian

社会情報学専攻
助教　Vincenot Christian

先端数理科学専攻
准教授　寺前 順之介

先端数理科学専攻
准教授　寺前 順之介

先端数理科学専攻
准教授　辻 徹郎

数理工学専攻
准教授　加嶋 健司

数理工学専攻
　准教授　加嶋 健司（責任者）
大学院生　伊藤 海斗（担当者）

数理工学専攻
准教授　柴山 允瑠

システム科学専攻
教授　加納 学

システム科学専攻
助教　星野 健太

システム科学専攻
教授　東 俊一

知能情報学専攻
助教　竹内 孝

知能情報学専攻
准教授　中澤 篤志

知能情報学専攻
教授　黒橋 禎夫

知能情報学専攻
教授　河原 達也

知能情報学専攻
准教授　吉井 和佳

知能情報学専攻
助教　井上 昴治

知能情報学専攻
教授　西野 恒

社会情報学専攻
教授　吉川 正俊

社会情報学専攻
教授　吉川 正俊

社会情報学専攻
教授　吉川 正俊

社会情報学専攻
教授　吉川 正俊

社会情報学専攻
准教授　馬 強

社会情報学専攻
教授　神田 崇行

社会情報学専攻
教授　神田 崇行

社会情報学専攻
教授　神田 崇行

社会情報学専攻
教授　伊藤 孝行

委託者

国立大学法人
北海道大学

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立大学法人
東海国立大学機構

国立研究開発法人
宇宙航空研究
開発機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立大学法人　
大阪大学

国立大学法人
東海国立大学機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

近畿総合通信局

専攻名・職名･氏名 研究課目等
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専攻名・職名･氏名 研究課目等 委託者

人間参加型機械学習

「優しい介護」インタラクションの計算的・脳科学的解明

対話相手の内部状態モデルに基づく対話システム

自在遠隔音声対話の研究開発

人とAIの同化に基づく能力拡張型音楽理解・創作基盤

マルチモーダルなふるまいに基づく音声対話の人間目標型評価

安全な人工知能の実現に向けた動的３次元世界の理解と構築

地球環境デジタル基盤の構築とその高度化
【DIAS利用基盤の高度化と維持管理】

プライバシー強化型の移動・社会相互作用分析による
ハイパーローカル危機監視とパンデミック対策

地球環境デジタル基盤の構築とその高度化

プライバシ保護システム・データ解析と実応用システムに
おける検証

観光の個人化と分散化を促進する情報推薦基盤と
地域観光支援システムの構築

街角環境で共生するロボットのインタラクション基盤技術の
研究開発

モラルコンピューティングの研究開発

ヒューマンロボットインタラクションのための人工知能

ハイパーデモクラシープラットフォームの実現と社会実装

リライアブルな意思決定のための時空間因果推論モデルの研究

環境DNAに基づく希少種・外来種の分布動態評価技術の
開発と実践

ネイチャーポジティブ成長社会実現拠点に関する京都大学による
研究開発

環境学関連分野における学術研究動向  
―超学際的研究の可能性について―

限界環境地域における気候変動による不確実性

Human-Wildlife Harmony in Society 5.0 using Resilient 
SIGFOX Telecommunication

Ｐｉｏｎｅｅｒｉｎｇ　ｔｈｅ　Ｄｉｓｃｉｐｌｉｎｅ　ｏｆ　Ｒａｄａｒ　
Ａｅｒｏｅｃｏｌｏｇｙ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｔｕｄｙ　ａｎｄ　
Ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ａｉｒｂｏｒｎｅ　Ａｎｉｍａｌｓ

アジアのコウモリにおけるSARS-CoV-2の起源の調査および解明

複合性局所疼痛症候群（ＣＲＰＳ）患者の脳機能ネットワークの病態
生理の解明

高効率・高速処理を可能とするＡＩチップ・次世代コンピューティ
ングの技術開発／次世代コンピューティング技術の開発／
未来共生社会にむけたニューロモルフィックダイナミクスの
ポテンシャルの解明
研究項目４：非線形ダイナミクス・確率・ゆらぎ理論の適用

Ｏｐｔｏｔｈｅｒｍａｌ　ｆｌｕｉｄｉｃｓの分子流体科学への展開

機械学習を用いた突風軽減制御

制御・最適輸送理論の融合による大規模系の制御法開発

変分的および幾何学的手法による人工衛星と惑星探査機の
軌道設計

心拍変動解析によるてんかん発作予知AIシステムの研究開発

確率測度の空間上の動的システムの可到達性の解析と深層学習へ
の応用

オープン群知能学の創成：「群の制御」から「群で制御」へ

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
海洋研究開発機構

国立研究開発法人
海洋研究開発機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

近畿総合通信局

知能情報学専攻
教授　鹿島 久嗣

社会情報学専攻
教授　土居 秀幸

社会情報学専攻
教授　土居 秀幸

社会情報学専攻
教授　大手 信人

社会情報学専攻
教授　大手 信人

社会情報学専攻
助教　Vincenot Christian

社会情報学専攻
助教　Vincenot Christian

社会情報学専攻
助教　Vincenot Christian

先端数理科学専攻
准教授　寺前 順之介

先端数理科学専攻
准教授　寺前 順之介

先端数理科学専攻
准教授　辻 徹郎

数理工学専攻
准教授　加嶋 健司

数理工学専攻
　准教授　加嶋 健司（責任者）
大学院生　伊藤 海斗（担当者）

数理工学専攻
准教授　柴山 允瑠

システム科学専攻
教授　加納 学

システム科学専攻
助教　星野 健太

システム科学専攻
教授　東 俊一

知能情報学専攻
助教　竹内 孝

知能情報学専攻
准教授　中澤 篤志

知能情報学専攻
教授　黒橋 禎夫

知能情報学専攻
教授　河原 達也

知能情報学専攻
准教授　吉井 和佳

知能情報学専攻
助教　井上 昴治

知能情報学専攻
教授　西野 恒

社会情報学専攻
教授　吉川 正俊

社会情報学専攻
教授　吉川 正俊

社会情報学専攻
教授　吉川 正俊

社会情報学専攻
教授　吉川 正俊

社会情報学専攻
准教授　馬 強

社会情報学専攻
教授　神田 崇行

社会情報学専攻
教授　神田 崇行

社会情報学専攻
教授　神田 崇行

社会情報学専攻
教授　伊藤 孝行

委託者

国立大学法人
北海道大学

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立大学法人
東海国立大学機構

国立研究開発法人
宇宙航空研究
開発機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立大学法人　
大阪大学

国立大学法人
東海国立大学機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

独立行政法人    
日本学術振興会

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

近畿総合通信局

専攻名・職名･氏名 研究課目等



システム科学専攻
教授　田中 利幸

システム科学専攻
教授　下平 英寿

システム科学専攻
　  准教授　本多 淳也（責任者）
大学院生　土屋 平（担当者）

システム科学専攻
教授　森本 淳

システム科学専攻
教授　森本 淳

システム科学専攻
教授　石井 信

システム科学専攻
教授　石井 信

システム科学専攻
准教授　島崎 秀昭

システム科学専攻
特定助教　中江 健

システム科学専攻
特定助教　中江 健

システム科学専攻
助教　今井 宏彦

通信情報システム専攻
教授　湊 真一

通信情報システム専攻
教授　五十嵐 淳

通信情報システム専攻
准教授　末永 幸平

通信情報システム専攻
助教　和賀 正樹

通信情報システム専攻
助教　和賀 正樹

通信情報システム専攻
教授　原田 博司

2928

委託者

高速かつ高性能な広範にわたる逐次的意思決定問題の方策開発と
解析

階層型強化学習による分散型AIの研究開発

動作方策学習アルゴリズムの統合技術の開発

データ駆動型神経回路モデリング法の開発

ＬＣ／ＭＳ／ＭＳ統計情報解析と適応的制御計測

人と共に進化する次世代人工知能に関する技術開発事業／
人と共に進化するＡＩシステムのフレームワーク開発／
サイボーグＡＩに関する研究開発

時空間展開型アーキテクチャの社会応用に向けたアルゴリズム基盤技術
の研究

ZT-IoTシステムのためのセキュリティポリシエンジン

近似的数理モデルによるCPSの動的安定機構

品質保証と説明の両立による信頼できるAIの構築技術

革新脳データベースに基づくデータ駆動型統合モデルの開発

疾患モデル細胞・動物作出・提供による臨床予測性向上のための支援
と高度化

ＡＩ集約的サイバーフィジカルシステムの形式的解析設計手法

仮想空間における電波模擬システム技術の高度化に向けた研究開発

革新脳データベースに基づくデータ駆動型統合モデルの開発

人と共に進化する次世代人工知能に関する技術開発事業／人と共に進化する
ＡＩシステムのフレームワーク開発／サイボーグＡＩに関する研究開発

自然言語処理による遺伝子相互作用および遺伝子・薬剤相互作用 
の抽出

国立研究開発法人
科学技術振興機構

株式会社国際電気
通信基礎技術研究所

株式会社国際電気
通信基礎技術研究所

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
日本医療研究
開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究
開発機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

総務省

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
理化学研究所

通信情報システム専攻
教授　原田 博司

通信情報システム専攻
教授　原田　博司
准教授　山本　高至

特定准教授　水谷　圭一

通信情報システム専攻
教授　原田 博司

通信情報システム専攻
教授　原田 博司

通信情報システム専攻
教授　佐藤　高史

通信情報システム専攻
教授　佐藤　高史

通信情報システム専攻
准教授　粟野　皓光

通信情報システム専攻
教授　新津　葵一

通信情報システム専攻
教授　新津　葵一

通信情報システム専攻
教授　新津　葵一

通信情報システム専攻
教授　新津　葵一

通信情報システム専攻
教授　新津　葵一

通信情報システム専攻
教授　橋本　昌宜

通信情報システム専攻
教授　橋本　昌宜

通信情報システム専攻
教授　橋本　昌宜

通信情報システム専攻
教授　橋本　昌宜

第５世代移動通信システムの更なる高度化に向けた研究開発

日米豪国際連携を通じた超カバレッジBeyond 5G無線通信・
映像符号化標準化技術の研究開発

Cryo CMOS集積回路設計基盤の構築

日米産学連携を通じた5G高度化の国際標準獲得のための
無線リンク技術の研究開発

秘匿プロセッシング技術のための要素技術開発

分散遠隔操作による生体内CAのセンシング技術

秘匿推論コンピューティング技術

脱炭素社会実現に向けた省エネルギー技術の研究開発・社会実装促進
プログラム／実用化開発／新材料セレクターを用いたＩｏＴ端末向け低
消費電力単層ビアスイッチＦＰＧＡ技術の開発

MHz帯高速スイッチング回路用ゲート駆動ICの開発

屋内ＣＰ空間連携に向けた先端半導体－メタサーフェス融合技術の
実証実験

計算機システム関連分野に関する学術研究動向

光ニュートラルネットワークのシステム化研究

ＮＥＤＯ先導研究プログラム／未踏チャレンジ２０５０／
涙液糖発電センサとパッシブ通信による自立血糖モニタコンタクト

極低温CMOSコンピューティング技術の開拓

環境適応エネルギー・データ統合管理IoT基盤

電波利活用強靭化に向けた周波数創造技術に関する研究開発及び
人材育成プログラム

総務省

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
新エネルギー・産業技術
総合開発機構

国立研究開発法人
情報通信研究機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

独立行政法人
日本学術振興会

ナノブリッジ・
セミコンダクター
株式会社

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

総務省

総務省

国立研究開発法人
情報通信研究機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

委託者専攻名・職名･氏名 研究課目等 専攻名・職名･氏名 研究課目等



システム科学専攻
教授　田中 利幸

システム科学専攻
教授　下平 英寿

システム科学専攻
　  准教授　本多 淳也（責任者）
大学院生　土屋 平（担当者）

システム科学専攻
教授　森本 淳

システム科学専攻
教授　森本 淳

システム科学専攻
教授　石井 信

システム科学専攻
教授　石井 信

システム科学専攻
准教授　島崎 秀昭

システム科学専攻
特定助教　中江 健

システム科学専攻
特定助教　中江 健

システム科学専攻
助教　今井 宏彦

通信情報システム専攻
教授　湊 真一

通信情報システム専攻
教授　五十嵐 淳

通信情報システム専攻
准教授　末永 幸平

通信情報システム専攻
助教　和賀 正樹

通信情報システム専攻
助教　和賀 正樹

通信情報システム専攻
教授　原田 博司

2928

委託者

高速かつ高性能な広範にわたる逐次的意思決定問題の方策開発と
解析

階層型強化学習による分散型AIの研究開発

動作方策学習アルゴリズムの統合技術の開発

データ駆動型神経回路モデリング法の開発

ＬＣ／ＭＳ／ＭＳ統計情報解析と適応的制御計測

人と共に進化する次世代人工知能に関する技術開発事業／
人と共に進化するＡＩシステムのフレームワーク開発／
サイボーグＡＩに関する研究開発

時空間展開型アーキテクチャの社会応用に向けたアルゴリズム基盤技術
の研究

ZT-IoTシステムのためのセキュリティポリシエンジン

近似的数理モデルによるCPSの動的安定機構

品質保証と説明の両立による信頼できるAIの構築技術

革新脳データベースに基づくデータ駆動型統合モデルの開発

疾患モデル細胞・動物作出・提供による臨床予測性向上のための支援
と高度化

ＡＩ集約的サイバーフィジカルシステムの形式的解析設計手法

仮想空間における電波模擬システム技術の高度化に向けた研究開発

革新脳データベースに基づくデータ駆動型統合モデルの開発

人と共に進化する次世代人工知能に関する技術開発事業／人と共に進化する
ＡＩシステムのフレームワーク開発／サイボーグＡＩに関する研究開発

自然言語処理による遺伝子相互作用および遺伝子・薬剤相互作用
の抽出

国立研究開発法人
科学技術振興機構

株式会社国際電気
通信基礎技術研究所

株式会社国際電気
通信基礎技術研究所

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
日本医療研究
開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究
開発機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

総務省

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
理化学研究所

通信情報システム専攻
教授　原田 博司

通信情報システム専攻
教授　原田　博司
准教授　山本　高至

特定准教授　水谷　圭一

通信情報システム専攻
教授　原田 博司

通信情報システム専攻
教授　原田 博司

通信情報システム専攻
教授　佐藤　高史

通信情報システム専攻
教授　佐藤　高史

通信情報システム専攻
准教授　粟野　皓光

通信情報システム専攻
教授　新津　葵一

通信情報システム専攻
教授　新津　葵一

通信情報システム専攻
教授　新津　葵一

通信情報システム専攻
教授　新津　葵一

通信情報システム専攻
教授　新津　葵一

通信情報システム専攻
教授　橋本　昌宜

通信情報システム専攻
教授　橋本　昌宜

通信情報システム専攻
教授　橋本　昌宜

通信情報システム専攻
教授　橋本　昌宜

第５世代移動通信システムの更なる高度化に向けた研究開発

日米豪国際連携を通じた超カバレッジBeyond 5G無線通信・
映像符号化標準化技術の研究開発

Cryo CMOS集積回路設計基盤の構築

日米産学連携を通じた5G高度化の国際標準獲得のための
無線リンク技術の研究開発

秘匿プロセッシング技術のための要素技術開発

分散遠隔操作による生体内CAのセンシング技術

秘匿推論コンピューティング技術

脱炭素社会実現に向けた省エネルギー技術の研究開発・社会実装促進
プログラム／実用化開発／新材料セレクターを用いたＩｏＴ端末向け低
消費電力単層ビアスイッチＦＰＧＡ技術の開発

MHz帯高速スイッチング回路用ゲート駆動ICの開発

屋内ＣＰ空間連携に向けた先端半導体－メタサーフェス融合技術の
実証実験

計算機システム関連分野に関する学術研究動向

光ニュートラルネットワークのシステム化研究

ＮＥＤＯ先導研究プログラム／未踏チャレンジ２０５０／
涙液糖発電センサとパッシブ通信による自立血糖モニタコンタクト

極低温CMOSコンピューティング技術の開拓

環境適応エネルギー・データ統合管理IoT基盤

電波利活用強靭化に向けた周波数創造技術に関する研究開発及び
人材育成プログラム

総務省

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
新エネルギー・産業技術
総合開発機構

国立研究開発法人
情報通信研究機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

独立行政法人
日本学術振興会

ナノブリッジ・
セミコンダクター
株式会社

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

総務省

総務省

国立研究開発法人
情報通信研究機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

委託者専攻名・職名･氏名 研究課目等 専攻名・職名･氏名 研究課目等
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研究題目名専攻・職・氏名 委託者

研究題目名専攻・職・氏名 委託者

動作理解のための適応的学習法に関する研究

システム操作中のオペレータ心理状態推定に関する
研究

高信頼な光パス設計に関する研究

将来ネットワークのリソースを最適化するネットワーク
設計・制御技術の研究

機械学習技術の高度化の研究

プライバシー保護型データ活用技術の研究

非グリッド連続時間空間での配送計画の最適化

医薬品連続製造プロセスのモデリングに関する研究

合意形成におけるファシリテーション支援技術と実活用
に関する研究

ニューラルネットワークの新たな学習則を活用した大
規模データ処理の研究

深層学習を用いた非構造データの生成及び予測アル
ゴリズムの開発

会議中における参加者の感情認識システムに関する
研究

非侵襲型血糖値センサーに関する研究

非公開

数理工学専攻
准教授　　加嶋 健司

トヨタ自動車株式会社

パナソニックホールディングス株式会社

株式会社パウレック

株式会社アドインテ

株式会社ソシオネクスト

株式会社データグリッド

株式会社KOKUSAI ELECTRIC

三菱電機株式会社

三菱電機株式会社

日本電信電話株式会社
コミュニケーション科学基礎研究所

日本電信電話株式会社
アクセスサービスシステム研究所

日本電信電話株式会社
未来ねっと研究所

日本電信電話株式会社
アクセスサービスシステム研究所

日本電信電話株式会社
ネットワークサービスシステム研究所

日本電信電話株式会社
コンピュータ＆データサイエンス研究所

株式会社日立製作所
研究開発グループ基礎研究センタ

京セラ株式会社先進技術研究所

非公開

マスプロ電工株式会社

非公開

LINE株式会社

知能情報学専攻
准教授　　中澤 篤志

知能情報学専攻
教　授　　熊田 孝恒

システム科学専攻
教　授　　大塚 敏之

通信情報システム専攻
教　授　　大木 英司

通信情報システム専攻
准教授　　山本 高至

通信情報システム専攻
教　授　　大木 英司

知能情報学専攻
教　授　　鹿島 久嗣

社会情報学専攻
教　授　　吉川 正俊

社会情報学専攻
特定准教授　林 冬惠

システム科学専攻
教　授　　加納 学

システム科学専攻
非公開

社会情報学専攻
教　授　　伊藤 孝行

先端数理科学専攻
准教授　　寺前 順之介

通信情報システム専攻
教　授　　橋本 昌宜

知能情報学専攻
教　授　　熊田 孝恒

システム科学専攻
教　授　　田中 利幸

通信情報システム専攻
教　授　　新津 葵一

通信情報システム専攻
教　授　　新津 葵一

システム科学専攻
教　授　　大塚 敏之

知能情報学専攻
教　授　　西野 恒

知能情報学専攻
教　授　　熊田 孝恒

モビリティ基盤数理の研究（2021年度 Step2）

混雑情報を考慮したルートプランニング

モバイル環境における言語処理基盤技術に関する研究
開発

機械学習を利用した材料設計の研究

クロスビューカメラシステムによる移動エージェントの位置姿勢推定
およびその移動ロボットへの搭載に関する研究

自動車向け攻撃予兆検知アルゴリズムの共同研究

データ分析アルゴリズムの精度向上に関する共同研究

広告クリエイティブの自動生成

知識に基づくニューラル対話基盤の構築

920MHz帯フィールドエリアネットワークに関する研究

ローカル５Ｇシステムに関する研究

地震活動予測に関する研究

人工知能の基盤技術開発と実世界応用

対話音声の音声認識と言語処理

非公開

非公開

非公開

非公開

非公開

非公開

非公開

非公開

非公開

非公開

非公開

非公開

カオス尺度を応用した心拍間隔からの生理状態推定に
関する研究

需給状況に応じた最適価格設定
（ダイナミックプライシング）の研究

電力５Gの実現に向けたワイヤレス送電カラーリングの
研究

ＵＧＣの情報信憑性分析に関する研究 メディカルケアM２Mネットワーク

脳型コンピュータのハードウェア化に関する研究

社会情報学専攻
准教授　　馬 強 ヤフー株式会社

株式会社サイバーエージェント

株式会社東芝

株式会社STNet

ヤフー株式会社

富士防災警備株式会社

ソニー株式会社

株式会社JSOL

株式会社メガチップス

昭和電工株式会社

トヨタ自動車株式会社

ヤフー株式会社

大学共同利用機関法人
情報・システム研究機構

オムロン サイニックエックス株式会社

パナソニック株式会社

非公開

アライドテレシスホールディングス
株式会社

国立研究開発法人理化学研究所

株式会社RevComm

国立研究開発法人理化学研究所

国立研究開発法人理化学研究所

東芝情報システム株式会社

フォルシア株式会社

みんな電気株式会社

パナソニック株式会社

システム科学専攻
教　授　　加納 学

数理工学専攻
教　授　　山下 信雄

数理工学専攻
教　授　　永持 仁

知能情報学専攻
教　授　　黒橋 禎夫

知能情報学専攻
教　授　　黒橋 禎夫

知能情報学専攻
教　授　　西野 恒

知能情報学専攻
教　授　　鹿島 久嗣

知能情報学専攻
教　授　　鹿島 久嗣
知能情報学専攻
教　授　　鹿島 久嗣

知能情報学専攻
教　授　　鹿島 久嗣

通信情報システム専攻
教　授　　原田 博司
通信情報システム専攻
教　授　　原田 博司

通信情報システム専攻
教　授　　原田 博司

社会情報学専攻
教　授　　吉川 正俊

数理工学専攻
教　授　　梅野 健

数理工学専攻
教　授　　梅野 健

数理工学専攻
教　授　　梅野 健

数理工学専攻
教　授　　梅野 健

先端数理科学専攻
准教授　　寺前  順之介

通信情報システム専攻
准教授　　山本 高至

システム科学専攻
教　授　　下平 英寿

知能情報学専攻
教　授　　河原 達也

知能情報学専攻
教　授　　河原 達也
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研究題目名専攻・職・氏名 委託者

研究題目名専攻・職・氏名 委託者

動作理解のための適応的学習法に関する研究

システム操作中のオペレータ心理状態推定に関する
研究

高信頼な光パス設計に関する研究

将来ネットワークのリソースを最適化するネットワーク
設計・制御技術の研究

機械学習技術の高度化の研究

プライバシー保護型データ活用技術の研究

非グリッド連続時間空間での配送計画の最適化

医薬品連続製造プロセスのモデリングに関する研究

合意形成におけるファシリテーション支援技術と実活用
に関する研究

ニューラルネットワークの新たな学習則を活用した大
規模データ処理の研究

深層学習を用いた非構造データの生成及び予測アル
ゴリズムの開発

会議中における参加者の感情認識システムに関する
研究

非侵襲型血糖値センサーに関する研究

非公開

数理工学専攻
准教授　　加嶋 健司

トヨタ自動車株式会社

パナソニックホールディングス株式会社

株式会社パウレック

株式会社アドインテ

株式会社ソシオネクスト

株式会社データグリッド

株式会社KOKUSAI ELECTRIC

三菱電機株式会社

三菱電機株式会社

日本電信電話株式会社
コミュニケーション科学基礎研究所

日本電信電話株式会社
アクセスサービスシステム研究所

日本電信電話株式会社
未来ねっと研究所

日本電信電話株式会社
アクセスサービスシステム研究所

日本電信電話株式会社
ネットワークサービスシステム研究所

日本電信電話株式会社
コンピュータ＆データサイエンス研究所

株式会社日立製作所
研究開発グループ基礎研究センタ

京セラ株式会社先進技術研究所

非公開

マスプロ電工株式会社

非公開

LINE株式会社

知能情報学専攻
准教授　　中澤 篤志

知能情報学専攻
教　授　　熊田 孝恒

システム科学専攻
教　授　　大塚 敏之

通信情報システム専攻
教　授　　大木 英司

通信情報システム専攻
准教授　　山本 高至

通信情報システム専攻
教　授　　大木 英司

知能情報学専攻
教　授　　鹿島 久嗣

社会情報学専攻
教　授　　吉川 正俊

社会情報学専攻
特定准教授　林 冬惠

システム科学専攻
教　授　　加納 学

システム科学専攻
非公開

社会情報学専攻
教　授　　伊藤 孝行

先端数理科学専攻
准教授　　寺前 順之介

通信情報システム専攻
教　授　　橋本 昌宜

知能情報学専攻
教　授　　熊田 孝恒

システム科学専攻
教　授　　田中 利幸

通信情報システム専攻
教　授　　新津 葵一

通信情報システム専攻
教　授　　新津 葵一

システム科学専攻
教　授　　大塚 敏之

知能情報学専攻
教　授　　西野 恒

知能情報学専攻
教　授　　熊田 孝恒

モビリティ基盤数理の研究（2021年度 Step2）

混雑情報を考慮したルートプランニング

モバイル環境における言語処理基盤技術に関する研究
開発

機械学習を利用した材料設計の研究

クロスビューカメラシステムによる移動エージェントの位置姿勢推定
およびその移動ロボットへの搭載に関する研究

自動車向け攻撃予兆検知アルゴリズムの共同研究

データ分析アルゴリズムの精度向上に関する共同研究

広告クリエイティブの自動生成

知識に基づくニューラル対話基盤の構築

920MHz帯フィールドエリアネットワークに関する研究

ローカル５Ｇシステムに関する研究

地震活動予測に関する研究

人工知能の基盤技術開発と実世界応用

対話音声の音声認識と言語処理

非公開

非公開

非公開

非公開

非公開

非公開

非公開

非公開

非公開

非公開

非公開

非公開

カオス尺度を応用した心拍間隔からの生理状態推定に
関する研究

需給状況に応じた最適価格設定
（ダイナミックプライシング）の研究

電力５Gの実現に向けたワイヤレス送電カラーリングの
研究

ＵＧＣの情報信憑性分析に関する研究 メディカルケアM２Mネットワーク

脳型コンピュータのハードウェア化に関する研究

社会情報学専攻
准教授　　馬 強 ヤフー株式会社

株式会社サイバーエージェント

株式会社東芝

株式会社STNet

ヤフー株式会社

富士防災警備株式会社

ソニー株式会社

株式会社JSOL

株式会社メガチップス

昭和電工株式会社

トヨタ自動車株式会社

ヤフー株式会社

大学共同利用機関法人
情報・システム研究機構

オムロンサイニックエックス株式会社

パナソニック株式会社

非公開

アライドテレシスホールディングス
株式会社

国立研究開発法人理化学研究所

株式会社RevComm

国立研究開発法人理化学研究所

国立研究開発法人理化学研究所

東芝情報システム株式会社

フォルシア株式会社

みんな電気株式会社

パナソニック株式会社

システム科学専攻
教　授　　加納 学

数理工学専攻
教　授　　山下 信雄

数理工学専攻
教　授　　永持 仁

知能情報学専攻
教　授　　黒橋 禎夫

知能情報学専攻
教　授　　黒橋 禎夫

知能情報学専攻
教　授　　西野 恒

知能情報学専攻
教　授　　鹿島 久嗣

知能情報学専攻
教　授　　鹿島 久嗣
知能情報学専攻
教　授　　鹿島 久嗣

知能情報学専攻
教　授　　鹿島 久嗣

通信情報システム専攻
教　授　　原田 博司
通信情報システム専攻
教　授　　原田 博司

通信情報システム専攻
教　授　　原田 博司

社会情報学専攻
教　授　　吉川 正俊

数理工学専攻
教　授　　梅野 健

数理工学専攻
教　授　　梅野 健

数理工学専攻
教　授　　梅野 健

数理工学専攻
教　授　　梅野 健

先端数理科学専攻
准教授　　寺前  順之介

通信情報システム専攻
准教授　　山本 高至

システム科学専攻
教　授　　下平 英寿

知能情報学専攻
教　授　　河原 達也

知能情報学専攻
教　授　　河原 達也
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研究種目 研究代表者 研究課題

研究種目 研究代表者 研究課題

神谷 之康

石井 信

橋本 昌宜

北村 隆行

西田 眞也

河原 達也

西野 恒

吉川 正俊

伊藤 隆行

大手 信人

加嶋 健司

東 俊一

石井 信

湊 真一

五十嵐 淳

熊田 孝恒

鹿島 久嗣

山本 章博

水谷 啓暁

山田 誠

吉井 和佳

中村 栄太

馬 強

曹 洋　

林 冬惠

小山 里奈

磯 祐介

木上 淳

藤原 宏志

辻 徹郎

矢ヶ崎 一幸

矢ヶ崎 一幸

辻本 諭

加納 学

大塚 敏之

下平 英寿

森本 淳

石井 信

櫻間 一徳

大木 英司

佐藤 高史

新津 葵一

末永 幸平

粟野 皓光

佐藤 雅彦

高橋 豊

山本 裕

中島 亮一

市瀬 夏洋

村脇 有吾

JANSSON, Jesper

基
盤
研
究（
S
）

基
盤
研
究（
A
）

基
盤
研
究（
B
）

基
盤
研
究（
B
）

基
盤
研
究（
C
）

心的イメージの脳情報表現の可視化

敵対生成脳：マルチエージェント学習の計算理論、アルゴリズムとロボティクス応用

ミューオン起因ソフトエラー評価基盤技術：　実測とシミュレーションに基づく将来予測

ナノ構造メタ界面の力学・マルチフィジックス特性設計

人間の運動視の情報処理過程および内部情報表現のシミュレーションモデルの構築

End-to-Endモデルに基づく汎用的な音声理解・対話

物理的演繹モデルと帰納的深層学習の融合によるしなやかな画像理解

民主的データ流通社会を実現するCDMSの基盤技術と応用に関する研究

複雑な交渉環境におけるマルチエージェントの創造的な合意形成アルゴリズムの実現

森林から生活圏に移動・沈着する放射性物質の把握とその影響の多面的評価

情報の取得を包含した制御理論と統計的学習理論の融合数理基盤

デマンドレスポンスの実施診断：性能１０倍への挑戦とオンデマンド情報取得学の創成

敵対生成脳の計算理論と人工知能応用

離散構造処理系に基づく列挙と最適化の統合的技法の研究

高相互運用性を持つソフトウェアモジュールのためのソフトウェア契約の研究

パーソナリティと実行系注意機能の関係の解明：認知構成論的アプローチの試み

複雑な関係データに基づく意思決定のための機械学習研究

高次元ブール値テンソルデータからの多項閉集合を用いた知識発見

脳波の操作で変容する自己身体意識

高次元小標本データのための非線形選択的推論アルゴリズムの研究開発

認識・生成過程の統合に基づく視聴覚音楽理解

深層・統計学習と非平衡系物理の理論に基づく文化と知能の進化モデルの研究

エビデンスベースの投資支援に向けたエンティティ指向投資ビッグデータ分析基盤の構築

相互運用性と自己組織性を持つIoTサービス基盤の研究

マングローブ根圏の広がりを把握する―植物が土壌窒素動態に及ぼす影響の高解像度調査

特異性・非適切性が本質的な微分方程式の数値計算における多倍長数値計算環境の活用

複雑な空間での解析と幾何の結びつきの解明

多重散乱情報をもちいる次世代イメージング手法の数理解析

局在力場における単一ナノ粒子運動の実験と数理

多様な数理モデルに対する力学系理論の新展開

力学系の可積分性に関する革新的理論の確立とその応用

Pitman変換に基づく確率論による離散可積分系の解析

医薬品連続生産プロセスの革新的管理戦略構築

最適化計算手法と問題設定の包括設計による複雑システムのモデル予測制御

多ドメイン関連性データのグラフ埋め込みによる表現学習

作業価値関数の相互獲得を通じた人とロボットの共有学習制御手法の開発

脳の転移可能な機能単位からみる個性とメタ学習能力

構造異種なエージェント群の制御系設計理論の体系化：人・機械・環境の協働に向けて

処理性能の不確定性を考慮したサービスチェインのマッピングとスケジューリング方式

有機-シリコン混成回路による高機能・超低価格使い捨てヘルスケアセンサの実現

ローカル双方向無線時空間同期を用いた高空間分解能分散型バイオ集積センサ

Phylogenetic Network Simplification

IoT システムのための形式検証手法の深化

未来予測技術で切り拓く疑似ゼロレイテンシ・テレイグジスタンス

クラス理論に基づく自己拡張可能なソフトウェア検証体系の深化

フォグネットワーキングによるネットワークのスマート化に関する研究

ハイパートラッキングと外乱抑制ー超高周波における制御と信号処理の新展開

性格特性と認知スタイルに基づく視覚的注意制御の個人差の解明

遺伝子ネットワークの変異ロバスト性およびホメオスタシスをもとにした機械学習の汎化

文化進化の分析のための分岐と伝播の統合的モデル化

A Principled Framework for Explaining, Choosing and Negotiating 
Privacy Parameters of Differential Privacy
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複雑な交渉環境におけるマルチエージェントの創造的な合意形成アルゴリズムの実現

森林から生活圏に移動・沈着する放射性物質の把握とその影響の多面的評価
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議論の形式検証を実現する論理的手法の研究

不連続境界条件に対応したすべり流理論の開発と自己駆動する粒子への適用と応用

ランダムウォークの軌跡に関連する諸問題の研究

自発的な内部ダイナミクスを利用する柔軟で効率的な時系列学習アルゴリズムの実現

多体問題におけるエンタングルメント構造の最適化とその応用

波動方程式に対するspace-time境界要素法の研究

グラフ構造に対する実用的な最適化・列挙アルゴリズムの理論設計と実装開発

連続最適化の陽に書ける双対問題とその利活用

線形パラメータ変動システムに対する統計的学習理論に基づいた同定手法

離散問題のモデリングとアルゴリズム　～部分問題からのアプローチ～
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変分法による周期軌道の個数評価と分岐解析および複雑な軌道の存在証明
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非線形偏微分方程式系の解の大域的解析の進展

個人の脳を超越して他者に伝播する運動予測信号

個人の選好と報酬配分を考慮したパーソナルデータの健全で頑健な流通系構築に向けて

マルチエージェントシステムに基づくIoTサービスの実現

反砂堆と液状化の数理モデルの構築　－流れる砂の数理モデル化の研究－

空間の分割と重みからの解析学の構築

レザバー計算を用いた内的時間の獲得と崩壊のメカニズムの探求

楕円型方程式の初期値問題を例とした逆問題の数値的手法の見直し

運動論的方程式に対する特性線法の開発と複雑境界値問題への応用

文献を解読し第一原理モデルを自動構築する人工知能の開発

限定的一時複製を可能とする物理的複製困難関数回路

ＰＣＲフリー超深度全ゲノムシークエンスを用いた環境ＤＮＡによる全生物相把握

外界の康存に関するバイアスを利用した深層表現学習

生態学的合理性の観点から知覚的決定・メタ認知を理解する

対話理解および発話生成と連動するターンテイキングシステム

Achieving Differential Privacy under Spatiotemporal Correlations

ブラウン運動の軌跡と関連する統計物理モデルの研究

断層撮影技術の基礎となる微分方程式の未知係数決定逆問題にかかる総合的解析

リーマン多様体上の最適化理論の展開とその大規模問題への応用

非線形半正定値計画問題に対する高速かつ効率的手法の開発
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確率分布のダイナミクスに基づいた確率制御手法の高度化

NGS揺らぎを正確に記述したアデノ随伴ウイルスの指向性進化法理論の構築

深層学習の数学的原理：高次元統計解析との接点の解明
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データ駆動型社会に向けた大容量高速メモリキューブ・ネットワークの研究

オートマトン的技法を用いた、物理情報システムのための軽量形式検証の量的発展

Measuring Group Interaction in Online Discussions and Application to 
Autonomous Agent Deliberation

Forecasting catastrophic collapses in island forest ecosystems 
following decline in endangered keystone species

Proposal on discussion element-specific deliberation based on 
autonomous agent facilitation for consensus building in complex society
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多様な質感認識の科学的解明と革新的質感技術の創出

人間との対話継続及び関係構築のための対話知能システム

脳情報動態解明に資する多階層・多領野データ統合モデリング法の開発

暗所血糖モニタリングに向けた発電センシング一体型血糖センサ
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群れの３次元行動計測のための全自動マーカーレスモーションキャプチャ
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実世界の奥深い質感情報の分析と生成

実体・非実体深奥質感の計算機視覚の実現

センサスデータ駆動による適応回路の理論構築
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接触を伴うロボットの統合制御に向けた適応モデル予測制御

森林域から生活圏に生物群集の食物網を介して移行・分散する放射性セシウムの動態解明

帯観測モデルを用いた質量分析の性能向上と包括的タンパク質同定システムの開発

ラーニングアナリティクスによるエビデンスに基づく学習支援

話者内部状態と常識を考慮した解釈可能な対話システムの構築

グラフニューラルネットワークの理論解析と高速化

非線形ポテンシャル論と幾何構造の関わり

ヒト脳内知覚動画再構成技術の開発

多言語コーパス構築とドメイン適応による低資源機械翻訳

個人化されたプライバシ保護型データ収集手法の研究

レザバー計算機の力学系的性質と計算性能との関係の解明

不確実データを含む多目的最適化問題に対する効率的解法の開発と多クラス判別への応用

線形バンディット問題における実用的アルゴリズムの構築

機械学習用データ取引市場を構築するための基盤技術に関する研究

作業映像からの手順書の自動生成

少数データからの意思決定を支える因果効果推定法の開発

光論理回路の性能を最大限に引き出す設計支援技術の研究

巨大淡水魚メコンオオナマズの成長を支える堆積有機物中の栄養源の特定

事前学習と多言語意味表現学習を統合した低資源機械翻訳

モードを活用する統計手法の解析及び開発

無人航空機による航空画像と音を用いた絶滅危惧種ジュゴンの海草藻場利用モニタリング

量子アニーリングを用いた組合せ最適化技術による次世代MRI計測手法の開発

対話タスク・ユーザに適したキャラクタを表現する音声対話システム

時空間ダイナミクスのデータ駆動型数理モデル構築

低モラル行動を抑制する同調圧力行動の大量データからの抽出とロボットへの利用

ネットワークエッジにおける仮想ネットワーク機能の分散配置方式

ブロックチェーンを用いた生涯学習ログと分散ユーザーモデルの連結

有機トランジスタによるフレキシブルプロセッサの実現

機械学習の整数計画法に基づく逆解析法による化合物推定システムの開発

計算負荷に基づく信頼性のある資源割り当てと資源管理システムの構築
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4月15日（金）

4月19日（火）

4月27日（水）

5月11日（水）

5月20日（金）

5月24日（火）

5月28日（土）

5月28日（土）

6月3日（金）

6月10日（金）

6月20日（月）

6月27日（月）

6月29日（水）

7月7日（木）

7月11日（月）

7月11日（月）

7月13日（水）

10月4日（火）

10月13日（木）

10月14日（金）

10月25日（火）

10月27日（木）

10月28日（金）

11月2日（水）

11月7日（月）

11月10日（木）

12月23日（金）

12月28日（水）

2月16日（木）

2月16日（木）

通信情報システム専攻

知能情報学専攻

社会情報学専攻

数理工学専攻

知能情報学専攻

知能情報学専攻

通信情報システム専攻

通信情報システム専攻

数理工学専攻

知能情報学専攻

情報学研究科

情報学研究科

数理工学専攻

先端数理科学専攻

通信情報システム専攻

情報学研究科

システム科学専攻

先端数理科学専攻

知能情報学専攻

知能情報学専攻

通信情報システム専攻

先端数理科学専攻

先端数理科学専攻

システム科学専攻

通信情報システム専攻

知能情報学専攻

数理工学専攻

社会情報学専攻

先端数理科学専攻

先端数理科学専攻

国立研究開発法人産業技術総合研究所
ナノエレクトロニクス研究部門
主任研究員
更田 裕司

量子コンピュータ向け極低温動作
シリコンCMOS集積回路技術

進化系統ネットワークとチェリーピッキング

論理生命学

AIを用いた社会課題の解決に
向けて

学変(B)「組合せ遷移」での
領域研究について

認知発達の理解と支援を目指す
ロボティクス

科学的視点からデザインした英語教材
『ATR　CALL』ー音声基礎研究からビジ
ネスまでー

太陽活動と宇宙天気予報

深層学習によるロボットの運動-言語の
学習とインタラクション

NECのAI技術とホワイトボックスモデリング

記号創発ロボティクス：
世界モデルからコミュニケーション創発まで

Numerical Methods for the 
Radiative Transfer Equations for 
the Atmosphere

A Quantum-Key-Distribution-based Resource 
Allocation Model Considering Crosstalk and 
Noise for Spectrally Elastic Optical Networks

On the Existence and Regularity for the 
Stationary Linearized Boltzmann Equation in 
a Small Domain

Synchronization of Kuramoto oscillator with 
the distributed time-delays and inertia effect

Linear stability of solitary waves for the 
isothermal Euler-Poisson system

Kinetic description of polyatomic gases 
undergoing resonant collisions

数理最適化による問題解決の実践
的なアプローチ

現代テスト理論の統計モデル：
項目反応モデルと診断分類モデルを中心に

「ハイパーデモクラシー：マルチエージェ
ントに基づく大規模合意形成プラット
フォームの実現」での講演

アダプティブラーニングのための
学習者のパフォーマンス予測手法
「Deep IRT」

Stochastic Variational Inequalities:
Source Problems, Discretization,
Robustness and Algorithms

Myopically verifiable probabilistic 
certificate for long-term 
safety and its autonomous 
driving application

A framework on constructing 
nonconforming finite element 
methods

ビジョン・発想の情報デザイン

箱玉系の運搬車拡張について

MITポスドク体験記
ーコロナ禍の海外留学ー

インタラクションを通したロボット
の認知発達と記号創発

ロボットの知能とインタラクション

JGLUE:
日本語言語理解ベンチマーク

東京大学　大学院情報理工学系
研究科
特任助教
堤 瑛美子

科学技術振興機構
村上 幸弘

国立台湾大学
Jhe-Kuan Su

早稲田大学　理工学術院
教授
尾形 哲也

立命館大学　情報理工学部
教授
谷口 忠大

同志社大学　理学部
特別客員教授
柴田 一成

国立台湾大学
Professor
Chun-Hsiung Hsia

東北大学　情報科学研究科 
教授
伊藤 健洋

日本電気株式会社
AI・アナリティクス事業統括部
ディレクター
千葉 雄樹
South Asian University 
Department of Computer Science
Assistant Professor
Bijoy Chand Chatterjee

Pôle Universitaire Léonard de 
Vinci & Università di Pavia
Associate Professor
Francesco Salvarani

Ulsan National Institute of Science 
and Technology
Postdoctoral Researcher
Junsik Bae

Sorbonne University
Professor Emeritus
Olivier Pironneau

株式会社国際電気通信基礎技術研究所
脳情報通信総合研究所
主幹研究員
内部 英治

株式会社エクサウィザーズ
執行役員・Care＆MedTech事業部長
羽間 康至

ATR Learning Technology 株式会社
代表取締役CTO
山田　玲子

東京大学
ニューロインテリジェンス国際研究機構
特任教授
長井 志江

Hong Kong Polytechnic University
研究員
Jie Jiang

北陸先端科学技術大学院大学
知識科学研究科
教授
國藤 進

早稲田大学　理工学術院
教授
河原 大輔

東京大学　教育学研究科
准教授
岡田　謙介

東京都立産業技術大学院大学
産業技術研究科
教授
松尾 徳朗

マサチューセッツ工科大学
学振海外特別研究員
相馬 輔

福知山公立大学　情報学部
講師
前田 一貴

大阪大学　大学院情報科学研究科
教授
梅谷 俊治

立命館大学　情報理工学部
教授
谷口 忠大

大阪大学　基礎工学研究科
教授
長井 隆行

Carnegie Mellon University, 
USA
Assistant Professor
Yorie Nakahira

Seoul National University
Professor
Dongwoo Sheen
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「Deep IRT」

Stochastic Variational Inequalities:
Source Problems, Discretization,
Robustness and Algorithms

Myopically verifiable probabilistic 
certificate for long-term 
safety and its autonomous 
driving application

A framework on constructing 
nonconforming finite element 
methods

ビジョン・発想の情報デザイン

箱玉系の運搬車拡張について

MITポスドク体験記
ーコロナ禍の海外留学ー

インタラクションを通したロボット
の認知発達と記号創発

ロボットの知能とインタラクション

JGLUE:
日本語言語理解ベンチマーク

東京大学　大学院情報理工学系
研究科
特任助教
堤 瑛美子

科学技術振興機構
村上 幸弘

国立台湾大学
Jhe-Kuan Su

早稲田大学　理工学術院
教授
尾形 哲也

立命館大学　情報理工学部
教授
谷口 忠大

同志社大学　理学部
特別客員教授
柴田 一成

国立台湾大学
Professor
Chun-Hsiung Hsia

東北大学　情報科学研究科 
教授
伊藤 健洋

日本電気株式会社
AI・アナリティクス事業統括部
ディレクター
千葉 雄樹
South Asian University 
Department of Computer Science
Assistant Professor
Bijoy Chand Chatterjee

Pôle Universitaire Léonard de 
Vinci & Università di Pavia
Associate Professor
Francesco Salvarani

Ulsan National Institute of Science 
and Technology
Postdoctoral Researcher
Junsik Bae

Sorbonne University
Professor Emeritus
Olivier Pironneau

株式会社国際電気通信基礎技術研究所
脳情報通信総合研究所
主幹研究員
内部 英治

株式会社エクサウィザーズ
執行役員・Care＆MedTech事業部長
羽間 康至

ATR Learning Technology 株式会社
代表取締役CTO
山田　玲子

東京大学
ニューロインテリジェンス国際研究機構
特任教授
長井 志江

Hong Kong Polytechnic University
研究員
Jie Jiang

北陸先端科学技術大学院大学
知識科学研究科
教授
國藤 進

早稲田大学　理工学術院
教授
河原 大輔

東京大学　教育学研究科
准教授
岡田　謙介

東京都立産業技術大学院大学
産業技術研究科
教授
松尾 徳朗

マサチューセッツ工科大学
学振海外特別研究員
相馬 輔

福知山公立大学　情報学部
講師
前田 一貴

大阪大学　大学院情報科学研究科
教授
梅谷 俊治

立命館大学　情報理工学部
教授
谷口 忠大

大阪大学　基礎工学研究科
教授
長井 隆行

Carnegie Mellon University, 
USA
Assistant Professor
Yorie Nakahira

Seoul National University
Professor
Dongwoo Sheen
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一般財団法人 人文情報学研究所 
主席研究員
永崎 研宣

デジタル人文学の現状と課題

人とAIとの共生に向けた統合AI実現への
展望

Music styles and models of cultural 
evolution involving statistical 
learning

Comparative BIOmusicology and 
the role of culture

Inverse Problems: Statistical 
approaches and numerical simula-
tions

A Carleman estimate with 
divergence terms and its 
applications

Inverse source problems of local, 
nonlocal and nonlinear equations

Nonconforming HMMs (Heteroge-
neous Multiscale Methods)

A Compositional Semantics of 
Assignment,or:Generating Code 
with Mutable Variables and with 
Reference Types

Confined rarefied gas transport in 
complex permeable media using 
lattice 
Boltzmann method

ビリヤード系の剛性と可積分性について

シミュレーション科学とデータ科学の融合
技術で挑む、“微気象"予測

バイオ・医療研究の新たな視点

Comparative musicology and 
cultural evolution of music

光イメージング技術による美しさの探究ー
肌状態、生体解析、絵画における質感解析を
通して分かったことー

慶應義塾大学　理工学部 
教授
栗原　聡

国立情報学研究所　コンテンツ科学研究系
教授
佐藤 いまり

東北大学　東北アジア研究センター 
准教授
田村 光平

慶応義塾大学　環境情報学部
准教授
SAVAGE, Patrick Evan

国立台湾大学
教授
王 振男

国立成功大学
教授
林 景隆

国立陽明交通大学
助理教授
林 奕亘

名城大学　理工学研究科
教授
金子 真

東北大学　大学院情報科学研究科
助教
Kiselyov Oleg Evgenievich

東京工業大学　学術国際情報センター
准教授
大西 領

Seoul National University
Professor Emeritus
Dongwoo Sheen

Institute of Science and 
Technology Austria
Professor
Vadim Kaloshin

University of Wyoming
Professor
Craig Douglas

ケルン大学
浅野 莉絵

北陸先端科学技術大学
先端科学技術研究科
名誉教授
東條 敏

知能情報学専攻

知能情報学専攻

先端数理科学専攻

先端数理科学専攻

先端数理科学専攻

数理工学専攻

先端数理科学専攻

システム科学専攻

通信情報システム専攻

先端数理科学専攻

先端数理科学専攻
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令和4年度　博士学位授与

諸報

授与年月日 区分 申請者氏名 調査委員 論文題目

令和4年7月25日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Analyzing and Designing the 
Open Collaboration of 
Knowledge Content Creation
（知識コンテンツ作成のためのオープ
ンコラボレーションの分析と設計）

周　慧珍

伊藤　孝行 
吉川　正俊 
緒方　広明 
LIN，Donghui

令和4年9月26日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

End-to-end Transcription of 
Presentations and Meetings
（講演・会議のend-to-end自動書
き起こし）

三村　正人
河原　達也
森 信介
伊藤　孝行

令和4年9月26日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Causal Inference for Scientific 
Discoveries and Fairness-Aware 
Machine Learning
（科学的発見と公平な機械学習を志
向した因果推論）

近原　鷹一
鹿島　久嗣
山本　章博
下平　英寿

令和4年9月26日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

A Study on Hash-based
Signature Schemes
（ハッシュ関数に基づく署名方式の
研究）

Yuan Quan
神田　崇行
吉川　正俊
梅野　健

令和4年9月26日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

A Study on Effective Approaches 
for Exploiting Temporal
Information in News Archives
（ニュースアーカイブの時制情報活用
のための有効な手法に関する研究）

王　傑新

吉川　正俊
田島　敬史
黒橋　禎夫
LIN，Donghui

令和4年9月26日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Blockchain of Learning Logs (BOLL): 
Connecting Distributed Educational Data 
across Multipule Systems
（ブロックチェーン・オブ・ラーニングログ（BOLL）：
複数のシステムに分散した教育データの連結）

OCHEJA
PATRICK
ILEANWA

緒方　広明
伊藤　孝行
吉川　正俊

令和4年9月26日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Multi-Agent Reinforcement 
Learning for Cooperat ive 
Edge Cloud Computing
（協調的エッジクラウドコンピューティン
グのためのマルチエージェント強化学習）

丁　世堯

伊藤　孝行
吉川　正俊
神田　崇行
LIN，Donghui

令和4年9月26日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの 清水　良輔

木上　淳
磯　祐介
白石　大典

令和4年9月26日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Theories of Optimal Control 
and Transport with Entropy 
Regularization
（エントロピー正則化を伴う最適制
御・輸送理論）

伊藤　海斗
加嶋　健司
太田　快人
山下　信雄

令和4年9月26日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Composite Multi-Objective 
Opt imizat ion :  Theory and 
Algorithms
（複合関数で構成された多目的最適
化：　理論とアルゴリズム）

田辺　広樹
山下　信雄
福田　秀美
太田　快人

Construction of -energy and 
associated energy measures on 
the Sierpiński carpet
（Sierpiński carpet上の -エネルギー
と対応するエネルギー測度の構成）

p

p

2月22日（水）

2月27日（月）

3月2日（木）

3月2日（木）

3月2日（木）

3月7.8.10.13日

3月16日（木）

3月17日（金）

3月22日（水）

3月23日（木）

3月27日（月）
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一般財団法人 人文情報学研究所 
主席研究員
永崎 研宣

デジタル人文学の現状と課題

人とAIとの共生に向けた統合AI実現への
展望

Music styles and models of cultural 
evolution involving statistical 
learning

Comparative BIOmusicology and 
the role of culture

Inverse Problems: Statistical 
approaches and numerical simula-
tions

A Carleman estimate with 
divergence terms and its 
applications

Inverse source problems of local, 
nonlocal and nonlinear equations

Nonconforming HMMs (Heteroge-
neous Multiscale Methods)

A Compositional Semantics of 
Assignment,or:Generating Code 
with Mutable Variables and with 
Reference Types

Confined rarefied gas transport in 
complex permeable media using 
lattice 
Boltzmann method

ビリヤード系の剛性と可積分性について

シミュレーション科学とデータ科学の融合
技術で挑む、“微気象"予測

バイオ・医療研究の新たな視点

Comparative musicology and 
cultural evolution of music

光イメージング技術による美しさの探究ー
肌状態、生体解析、絵画における質感解析を
通して分かったことー

慶應義塾大学　理工学部 
教授
栗原　聡

国立情報学研究所　コンテンツ科学研究系
教授
佐藤 いまり

東北大学　東北アジア研究センター 
准教授
田村 光平

慶応義塾大学　環境情報学部
准教授
SAVAGE, Patrick Evan

国立台湾大学
教授
王 振男

国立成功大学
教授
林 景隆

国立陽明交通大学
助理教授
林 奕亘

名城大学　理工学研究科
教授
金子 真

東北大学　大学院情報科学研究科
助教
Kiselyov Oleg Evgenievich

東京工業大学　学術国際情報センター
准教授
大西 領

Seoul National University
Professor Emeritus
Dongwoo Sheen

Institute of Science and 
Technology Austria
Professor
Vadim Kaloshin

University of Wyoming
Professor
Craig Douglas

ケルン大学
浅野 莉絵

北陸先端科学技術大学
先端科学技術研究科
名誉教授
東條 敏

知能情報学専攻

知能情報学専攻

先端数理科学専攻

先端数理科学専攻

先端数理科学専攻

数理工学専攻

先端数理科学専攻

システム科学専攻

通信情報システム専攻

先端数理科学専攻

先端数理科学専攻
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令和4年度　博士学位授与

諸報

授与年月日 区分 申請者氏名 調査委員 論文題目

令和4年7月25日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Analyzing and Designing the 
Open Collaboration of 
Knowledge Content Creation
（知識コンテンツ作成のためのオープ
ンコラボレーションの分析と設計）

周　慧珍

伊藤　孝行 
吉川　正俊 
緒方　広明 
LIN，Donghui

令和4年9月26日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

End-to-end Transcription of 
Presentations and Meetings
（講演・会議のend-to-end自動書
き起こし）

三村　正人
河原　達也
森 信介
伊藤　孝行

令和4年9月26日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Causal Inference for Scientific 
Discoveries and Fairness-Aware 
Machine Learning
（科学的発見と公平な機械学習を志
向した因果推論）

近原　鷹一
鹿島　久嗣
山本　章博
下平　英寿

令和4年9月26日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

A Study on Hash-based
Signature Schemes
（ハッシュ関数に基づく署名方式の
研究）

Yuan Quan
神田　崇行
吉川　正俊
梅野　健

令和4年9月26日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

A Study on Effective Approaches 
for Exploiting Temporal
Information in News Archives
（ニュースアーカイブの時制情報活用
のための有効な手法に関する研究）

王　傑新

吉川　正俊
田島　敬史
黒橋　禎夫
LIN，Donghui

令和4年9月26日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Blockchain of Learning Logs (BOLL): 
Connecting Distributed Educational Data 
across Multipule Systems
（ブロックチェーン・オブ・ラーニングログ（BOLL）：
複数のシステムに分散した教育データの連結）

OCHEJA
PATRICK
ILEANWA

緒方　広明
伊藤　孝行
吉川　正俊

令和4年9月26日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Multi-Agent Reinforcement 
Learning for Cooperat ive 
Edge Cloud Computing
（協調的エッジクラウドコンピューティン
グのためのマルチエージェント強化学習）

丁　世堯

伊藤　孝行
吉川　正俊
神田　崇行
LIN，Donghui

令和4年9月26日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの 清水　良輔

木上　淳
磯　祐介
白石　大典

令和4年9月26日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Theories of Optimal Control 
and Transport with Entropy 
Regularization
（エントロピー正則化を伴う最適制
御・輸送理論）

伊藤　海斗
加嶋　健司
太田　快人
山下　信雄

令和4年9月26日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Composite Multi-Objective 
Opt imizat ion :  Theory and 
Algorithms
（複合関数で構成された多目的最適
化：　理論とアルゴリズム）

田辺　広樹
山下　信雄
福田　秀美
太田　快人

Construction of -energy and 
associated energy measures on 
the Sierpiński carpet
（Sierpiński carpet上の -エネルギー
と対応するエネルギー測度の構成）

p

p

2月22日（水）

2月27日（月）

3月2日（木）

3月2日（木）

3月2日（木）

3月7.8.10.13日

3月16日（木）

3月17日（金）

3月22日（水）

3月23日（木）

3月27日（月）
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授与年月日 区分 申請者氏名 調査委員 論文題目

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Analysis of Biological
Networks by Graph
Theory-based Methods
（生物情報ネットワークのグラフ理論
に基づく解析法）

李　瑞明
阿久津　達也
山本　章博
岡部　寿男

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Constructive and Destructive 
Aspects of Euclidean Lattices 
in Cryptography
（暗号におけるユークリッド格子の構
成および解析に関する研究）

Sun Chao

神田　崇行
吉川　正俊
梅野　健
TIBOUCHI, Mehdi

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

A Personalized Formative
Assessment System for
E-book Learning
（電子書籍を用いた学習のための個
別化された形成評価支援システム）

YANG ALBERT
MING

緒方　広明
伊藤　孝行
近藤　一晃

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの 楊　景元

緒方　広明
伊藤　孝行
馬　強

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Facilitating Contextual
Self-directed Learning by Using 
GOAL System in K-12 Education
（K-12教育におけるGOALシステムを
用いた文脈的な自己主導学習の促進）

楊　媛媛
緒方　広明
伊藤　孝行
馬　強

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Development of a Learning
Analytics Platform for Supporting 
Evidence-Based Teaching
（エビデンスに基づく指導を支援する
学習分析基盤の開発）

黒宮　寛之
緒方　広明
伊藤　孝行
吉川　正俊

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Coastal Flood Risk Assessment 
and Dynamic Adaptation under 
Climate Change Uncertainty
（気候変動の不確実性下における高
潮氾濫浸水リスク評価と動的適応策）

HA SI
多々納　裕一
畑山　満則
森　信人

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの 米田　亮介

青柳　富誌生
田口　智清
寺前　順之介

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Study on acceleration of the method of 
moments for electromagnetic wave scattering 
problems with the characteristic basis function 
method and Calderón preconditioning
（Characteristic Basis Function Methodと
Calderónの前処理による電磁波動散乱問題に対する
モーメント法の高速化に関する研究）

田中　泰

磯　祐介
吉川　仁
藤原　宏志
西村　直志

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Study on method for estimating phase 
coupling functions from time-series data and 
its application to human gait motion data
（時系列データからの位相結合関数の推定手法
とその歩行運動データへの応用に関する研究）

荒井　貴光
青柳　富誌生
田口　智清
寺前　順之介

Theoretical and Experimental 
Research on Coupled
Phase-Oscillator Models
（結合位相振動子系に関する理論及
び実験的研究）

令和4年度　博士学位授与

諸報

授与年月日 区分 申請者氏名 調査委員 論文題目

Personalized Learning Analytics 
In tervent ion  for  Enhanc ing  
E-Book-Based Learning
（電子書籍を用いた学習支援のための個
別化したラーニングアナリティクス介入）

令和4年9月26日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

General Dynamic Pricing Algorithms 
Based On Universal Exponential
Booking Curves
（普遍的な指数関数ブッキングカーブに基づく
汎用ダイナミックプライシングアルゴリズム）

新谷　健
梅野　健
山下　信雄
加嶋　健司

令和4年9月26日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Fast Model Predictive Control 
of Robotic Systems with Rigid 
Contacts
（接触を伴うロボットの高速なモデル
予測制御）

片山　想太郎
大塚　敏之
石井　信
森本　淳

令和4年9月26日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

サイバーフィジカルシステム実現に
向けた無線LANシステムの高度化に
関する研究

鍋谷　寿久
原田　博司
梅野　健
山本　高至

令和5年1月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの 梶原　唯加

柴山　允瑠
矢ヶ崎　一幸
山下　信雄
田口　智清

令和5年1月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

論文提出による
もの

Design and Verification of
Single-Flux-Quantum Digital Circuits 
Using Clocked and Clockless Gates
（クロックトゲートとクロックレスゲートを
用いた単一磁束量子回路の設計と検証）

川口　隆広
高木　直史
佐藤　高史
橋本　昌宜

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Improving Variational Autoencoders 
on Robustness, Regularization, and 
Task-Invariance
（ロバスト性，正則化，タスク不変性に
関する変分オートエンコーダの改善）

高橋　大志
鹿島　久嗣
山本　章博
吉川　正俊

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

View Birdification: On-Ground Pedestrian 
Movement Estimation and Prediction 
from Ego-centric In-Crowd Views
（混雑環境下における自己位置及び周辺
歩行者の軌跡復元・予測）

西村　真衣

西野　恒
河原　達也
神田　崇行
延原　章平

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの 原田　将之介

鹿島　久嗣
阿久津　達也
下平　英寿

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Task and User Adaptat ion 
based on Character Expression 
for Spoken Dialogue Systems
（音声対話システムのためのキャラク
タ表現に基づくタスク・ユーザ適応）

山本　賢太
河原　達也
熊田　孝恒
黒橋　禎夫

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Incorporating Meta Information 
for Speech Recognit ion of 
Low-resource Language
（低資源言語の音声認識のためのメ
タ情報の活用）

KAK SOKY
河原　達也
黒橋　禎夫
森　信介

Treatment Effect Estimation 
from Small Observational Data
（小規模観察データからの介入効果
推定）

Minimizing methods and related 
topics for twist maps and the 
　-body problem
（ツイスト写像と   体問題に関する最
小化法及び関連する話題）

n
n
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授与年月日 区分 申請者氏名 調査委員 論文題目

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Analysis of Biological
Networks by Graph
Theory-based Methods
（生物情報ネットワークのグラフ理論
に基づく解析法）

李　瑞明
阿久津　達也
山本　章博
岡部　寿男

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Constructive and Destructive 
Aspects of Euclidean Lattices 
in Cryptography
（暗号におけるユークリッド格子の構
成および解析に関する研究）

Sun Chao

神田　崇行
吉川　正俊
梅野　健
TIBOUCHI, Mehdi

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

A Personalized Formative
Assessment System for
E-book Learning
（電子書籍を用いた学習のための個
別化された形成評価支援システム）

YANG ALBERT
MING

緒方　広明
伊藤　孝行
近藤　一晃

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの 楊　景元

緒方　広明
伊藤　孝行
馬　強

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Facilitating Contextual
Self-directed Learning by Using 
GOAL System in K-12 Education
（K-12教育におけるGOALシステムを
用いた文脈的な自己主導学習の促進）

楊　媛媛
緒方　広明
伊藤　孝行
馬　強

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Development of a Learning
Analytics Platform for Supporting 
Evidence-Based Teaching
（エビデンスに基づく指導を支援する
学習分析基盤の開発）

黒宮　寛之
緒方　広明
伊藤　孝行
吉川　正俊

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Coastal Flood Risk Assessment 
and Dynamic Adaptation under 
Climate Change Uncertainty
（気候変動の不確実性下における高
潮氾濫浸水リスク評価と動的適応策）

HA SI
多々納　裕一
畑山　満則
森　信人

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの 米田　亮介

青柳　富誌生
田口　智清
寺前　順之介

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Study on acceleration of the method of 
moments for electromagnetic wave scattering 
problems with the characteristic basis function 
method and Calderón preconditioning
（Characteristic Basis Function Methodと
Calderónの前処理による電磁波動散乱問題に対する
モーメント法の高速化に関する研究）

田中　泰

磯　祐介
吉川　仁
藤原　宏志
西村　直志

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Study on method for estimating phase 
coupling functions from time-series data and 
its application to human gait motion data
（時系列データからの位相結合関数の推定手法
とその歩行運動データへの応用に関する研究）

荒井　貴光
青柳　富誌生
田口　智清
寺前　順之介

Theoretical and Experimental 
Research on Coupled
Phase-Oscillator Models
（結合位相振動子系に関する理論及
び実験的研究）

令和4年度　博士学位授与

諸報

授与年月日 区分 申請者氏名 調査委員 論文題目

Personalized Learning Analytics 
In tervent ion  for  Enhanc ing  
E-Book-Based Learning
（電子書籍を用いた学習支援のための個
別化したラーニングアナリティクス介入）

令和4年9月26日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

General Dynamic Pricing Algorithms 
Based On Universal Exponential
Booking Curves
（普遍的な指数関数ブッキングカーブに基づく
汎用ダイナミックプライシングアルゴリズム）

新谷　健
梅野　健
山下　信雄
加嶋　健司

令和4年9月26日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Fast Model Predictive Control 
of Robotic Systems with Rigid 
Contacts
（接触を伴うロボットの高速なモデル
予測制御）

片山　想太郎
大塚　敏之
石井　信
森本　淳

令和4年9月26日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

サイバーフィジカルシステム実現に
向けた無線LANシステムの高度化に
関する研究

鍋谷　寿久
原田　博司
梅野　健
山本　高至

令和5年1月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの 梶原　唯加

柴山　允瑠
矢ヶ崎　一幸
山下　信雄
田口　智清

令和5年1月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

論文提出による
もの

Design and Verification of
Single-Flux-Quantum Digital Circuits 
Using Clocked and Clockless Gates
（クロックトゲートとクロックレスゲートを
用いた単一磁束量子回路の設計と検証）

川口　隆広
高木　直史
佐藤　高史
橋本　昌宜

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Improving Variational Autoencoders 
on Robustness, Regularization, and 
Task-Invariance
（ロバスト性，正則化，タスク不変性に
関する変分オートエンコーダの改善）

高橋　大志
鹿島　久嗣
山本　章博
吉川　正俊

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

View Birdification: On-Ground Pedestrian 
Movement Estimation and Prediction 
from Ego-centric In-Crowd Views
（混雑環境下における自己位置及び周辺
歩行者の軌跡復元・予測）

西村　真衣

西野　恒
河原　達也
神田　崇行
延原　章平

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの 原田　将之介

鹿島　久嗣
阿久津　達也
下平　英寿

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Task and User Adaptat ion 
based on Character Expression 
for Spoken Dialogue Systems
（音声対話システムのためのキャラク
タ表現に基づくタスク・ユーザ適応）

山本　賢太
河原　達也
熊田　孝恒
黒橋　禎夫

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Incorporating Meta Information 
for Speech Recognit ion of 
Low-resource Language
（低資源言語の音声認識のためのメ
タ情報の活用）

KAK SOKY
河原　達也
黒橋　禎夫
森　信介

Treatment Effect Estimation 
from Small Observational Data
（小規模観察データからの介入効果
推定）

Minimizing methods and related 
topics for twist maps and the 
　-body problem
（ツイスト写像と   体問題に関する最
小化法及び関連する話題）

n
n
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令和4年度　博士学位授与

諸報

授与年月日 区分 申請者氏名 調査委員 論文題目
博士後期課程修士課程区　　分

入学者数募集人員募集人員

合　　　計

入学者数コース名

令和5年度 R5.4.1 現在

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Power Law Systems and
Heterogeneous Fractal Properties 
of Cryptocurrency Markets
（暗号通貨の価格変動におけるべき
乗則性とフラクタル性）

柿中　晋治
梅野　健
山下　信雄
加嶋　健司

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Models, algorithms, and
distributional robustness in Nash 
games and related problems
（ナッシュゲームと関連する問題における
モデル・アルゴリズム・分布的ロバスト性）

堀　篤史
山下　信雄
太田　快人
永持　仁

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Chaos Analysis of Heart Rate Variability and 
Experimental Verification of Hypotheses 
Based on the Neurovisceral Integration Model
（心拍変動のカオス解析と神経内臓統合
モデルに基づく仮説の実験的検証）

真尾　朋行
梅野　健 
太田　快人
辻本　諭

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Fast Algorithms for Stochastic Model 
Predictive Control with Chance
Constraints via Policy Optimization
（方策最適化による機会制約付き確率モ
デル予測制御の高速アルゴリズム）

張　靖宇
大塚　敏之
加納　学 
東　俊一

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Research on Parallel
Hierarchical Matrix
Construction
（階層型行列生成の並列化に関する
研究）

白　正陽
深沢　圭一郎
田中　利幸
石井　信

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Three-Dimensional Imaging of Ionospheric 
Irregularities at Midlatitudes Using Global 
Navigation Satellite System
（衛星測位システムによる中緯度電離圏イ
レギュラリティの３次元イメージング）

Weizheng Fu
山本　衛
橋口　浩之
梅野　健

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Robust Design of Low-voltage 
OTFT Circuits for Flexible 
Electronic Systems
（フレキシブル電子システムに向けた低電圧
有機薄膜トランジスタ回路のロバスト設計）

Qin Zhaoxing
佐藤　高史
橋本　昌宜
新津　葵一

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの 中村　洋平

佐藤　高史
橋本　昌宜
新津　葵一

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Studies on Synthesis Methods 
for Efficient Optical Logic
Circuits
（高性能な光論理回路の合成手法に
関する研究）

松尾　亮祐
湊　真一
橋本　昌宜
岡部　寿男

電力変換回路におけるパワーモ
ジュールの熱設計に向けた特性測定
とモデリング

44

（　）内は外国人留学生で内数

知 能 情 報 学

社 会 情 報 学

先 端 数 理 科 学

数 理 工 学

シ ス テ ム 科 学

通信情報システム

デ ー タ 科 学

240

42

50

20

28

31

51

18

220（49）

40（6）

18（9）

14（0）

28（8）

32（13）

44（5）

14（8）

60

13

14

6

6

6

11

4

37（12）

15（8）

4（1）

1（0）

1（０）

9（2）

6（0）

1（1）

修了状況
令和4年度修士課程修了者数

修了者数専 攻 名

合　　　計

知 能 情 報 学

社 会 情 報 学

先 端 数 理 科 学

数 理 工 学

シ ス テ ム 科 学

通信情報システム

192

42

36

15

20

40

39



入学状況

諸報

45

令和4年度　博士学位授与

諸報

授与年月日 区分 申請者氏名 調査委員 論文題目
博士後期課程修士課程区　　分

入学者数募集人員募集人員

合　　　計

入学者数コース名

令和5年度 R5.4.1 現在

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Power Law Systems and
Heterogeneous Fractal Properties 
of Cryptocurrency Markets
（暗号通貨の価格変動におけるべき
乗則性とフラクタル性）

柿中　晋治
梅野　健
山下　信雄
加嶋　健司

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Models, algorithms, and
distributional robustness in Nash 
games and related problems
（ナッシュゲームと関連する問題における
モデル・アルゴリズム・分布的ロバスト性）

堀　篤史
山下　信雄
太田　快人
永持　仁

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Chaos Analysis of Heart Rate Variability and 
Experimental Verification of Hypotheses 
Based on the Neurovisceral Integration Model
（心拍変動のカオス解析と神経内臓統合
モデルに基づく仮説の実験的検証）

真尾　朋行
梅野　健 
太田　快人
辻本　諭

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Fast Algorithms for Stochastic Model 
Predictive Control with Chance
Constraints via Policy Optimization
（方策最適化による機会制約付き確率モ
デル予測制御の高速アルゴリズム）

張　靖宇
大塚　敏之
加納　学 
東　俊一

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Research on Parallel
Hierarchical Matrix
Construction
（階層型行列生成の並列化に関する
研究）

白　正陽
深沢　圭一郎
田中　利幸
石井　信

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Three-Dimensional Imaging of Ionospheric 
Irregularities at Midlatitudes Using Global 
Navigation Satellite System
（衛星測位システムによる中緯度電離圏イ
レギュラリティの３次元イメージング）

Weizheng Fu
山本　衛
橋口　浩之
梅野　健

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Robust Design of Low-voltage 
OTFT Circuits for Flexible 
Electronic Systems
（フレキシブル電子システムに向けた低電圧
有機薄膜トランジスタ回路のロバスト設計）

Qin Zhaoxing
佐藤　高史
橋本　昌宜
新津　葵一

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの 中村　洋平

佐藤　高史
橋本　昌宜
新津　葵一

令和5年3月23日付
京都大学博士（情報学）
の学位を授与された者

博士課程修了に
よるもの

Studies on Synthesis Methods 
for Efficient Optical Logic
Circuits
（高性能な光論理回路の合成手法に
関する研究）

松尾　亮祐
湊　真一
橋本　昌宜
岡部　寿男

電力変換回路におけるパワーモ
ジュールの熱設計に向けた特性測定
とモデリング

44

（　）内は外国人留学生で内数

知 能 情 報 学

社 会 情 報 学

先 端 数 理 科 学

数 理 工 学

シ ス テ ム 科 学

通信情報システム

デ ー タ 科 学

240

42

50

20

28

31

51

18

220（49）

40（6）

18（9）

14（0）

28（8）

32（13）

44（5）

14（8）

60

13

14

6

6

6

11

4

37（12）

15（8）

4（1）

1（0）

1（０）

9（2）

6（0）

1（1）

修了状況
令和4年度修士課程修了者数

修了者数専 攻 名

合　　　計

知 能 情 報 学

社 会 情 報 学

先 端 数 理 科 学

数 理 工 学

シ ス テ ム 科 学

通信情報システム

192

42

36

15

20

40

39
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専攻 氏名 受賞名受賞年月日 タイトル

知能情報学
専攻

令和4年
9月1日

KWJA：汎用言語モデルに基づく日
本語解析器

情報処理学会 自然言語処理研究会, 
優秀研究賞

植田 暢大、大村 和正（D2：受賞当時）
児玉 貴志（D3：受賞当時）
清丸 寛一 研究員
村脇 有吾 講師
河原 大輔 教授（早稲田大学）
黒橋 禎夫 教授

知能情報学
専攻

令和4年
7月21日

地理空間情報とIC定期券データを用
いた教師あり学習による駅商圏の異
方的推定

人工知能学会
第36回 全国大会優秀賞

兒玉 庸平 氏
朱山 裕宜 氏
宮崎 祐丞 氏（JR西日本）
竹内 孝 助教

知能情報学
専攻

令和4年
11月4日

Estimating counterfactual 
treatment outcomes over time 
in multi-vehicle simulation

ACM SIGSPATIAL 2022 Best 
Poster Award

藤井 慶輔 准教授（名古屋大学）
竹内 孝 助教 
栗林 篤 氏（名古屋大学）
武石 直也 研究員（西スイス応用科学大学）
河原 吉伸 教授（九州大学）
武田 一哉 教授（名古屋大学）

知能情報学
専攻

令和5年
3月16日

大規模言語モデルに基づく複数の外
部ツールを利用した推論フレーム
ワーク

言語処理学会, 優秀賞

稲葉達郎（工学部4回生：受賞当時）
清丸寛一 研究員
Fei Cheng 特定助教
黒橋禎夫 教授

数理工学
専攻

令和4年
6月17日

リーマン多様体上の非線形共役勾配
法の新たな枠組みと数値線形代数へ
の応用

日本応用数理学会, 2021年度若手
優秀講演賞佐藤寛之 特定准教授

数理工学
専攻

令和4年
9月8日

システム制御のための数学（２）
ー関数解析論ー計測自動制御学会 著述賞太田 快人 教授 

数理工学
専攻

令和4年
4月29日 春の叙勲 瑞宝中綬章片山 徹 名誉教授 

数理工学
専攻

令和4年
6月16日

ESA Lifetime Achievement 
Award水野 彰 研究員 

数理工学
専攻

令和4年
9月8日

計測自動制御学会, 計測自動制御学
会 論文賞武田賞加嶋 健司 准教授

専攻 氏名 受賞名受賞年月日 タイトル

システム科学
専攻

令和4年
9月8日

ケミカルトナー製造工程への品質自
動制御の適用計測自動制御学会, 技術賞

小林 翔太氏、宮川 将士氏、
武政 奨氏、高橋 直希氏、佐藤 直之氏、
鍬田 浩志氏、瀬古 剛也氏、
渡邉 好夫氏（株式会社リコー）
佐藤 敏明氏（株式会社明和eテック）
加納 学 教授

システム科学
専攻

令和5年
3月27日

Path Following Control of a 
Snake Robot with Passive 
Joints

AROB-ISBC-SWARM 2023 
Best Paper Award

有泉 亮 助教（名古屋大学）
榊原 和則 氏（名古屋大学）
浅井 徹 准教授（名古屋大学）
東 俊一 教授

通信情報
システム
専攻

令和4年
6月9日

Multicast Routing Model to 
Minimize Number of F low 
Entries in Software-Defined 
Network

電子情報通信学会, 論文賞

小刀 星輝 （M2：研究実施当時） 
佐藤 丈博 准教授
新熊 亮一 准教授（受賞当時）  
大木 英司 教授

通信情報
システム
専攻

令和4年
4月20日

離散構造処理アルゴリズムの基盤技
術の研究

令和4年度 科学技術分野の文部科
学大臣表彰 科学技術賞(研究部門)湊　真一 教授

通信情報
システム
専攻

令和4年
5月11日

IEICE Communications Society 
Best Paper Award山本 高至 准教授

通信情報
システム
専攻

令和4年
6月17日

2×2型分割多項式行列の行列式次
数を求める組合せ的多項式時間アル
ゴリズム

日本応用数理学会 2021年度 若手
優秀講演賞岩政 勇仁 助教 

通信情報
システム
専攻

令和4年
9月14日

日本オペレーションズ・リサーチ学
会 第12回 研究賞奨励賞岩政 勇仁 助教 

360度視野角を有する3Dディスプ
レイの実現に向けた，極小画素ドッ
トへの水中無線給電技術

通信情報
システム
専攻

令和4年
5月10日

電子情報通信学会 集積回路研究会, 
集積回路研究会 優秀若手講演賞

白井 僚 助教 
森 聖太 （M2：受賞当時）
渡辺 祐介 （洛星高校3年生：受賞当時）
中村 柚希 （洛星高校3年生：受賞当時）
橋本 昌宜 教授

3Dディスプレイ向け極小水中発光
デバイスへの無線給電・制御技術

通信情報
システム
専攻

令和4年
5月10日

電子情報通信学会 集積回路研究会, 
LSIとシステムのワークショップ 最
優秀ポスター賞

白井 僚 助教
橋本 昌宜 教授
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専攻 氏名 受賞名受賞年月日 タイトル
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宮崎 祐丞 氏（JR西日本）
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優秀講演賞佐藤寛之 特定准教授

数理工学
専攻

令和4年
9月8日
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令和4年
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6月16日
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令和4年
9月8日

計測自動制御学会, 計測自動制御学
会 論文賞武田賞加嶋 健司 准教授

専攻 氏名 受賞名受賞年月日 タイトル

システム科学
専攻

令和4年
9月8日

ケミカルトナー製造工程への品質自
動制御の適用計測自動制御学会, 技術賞

小林 翔太氏、宮川 将士氏、
武政 奨氏、高橋 直希氏、佐藤 直之氏、
鍬田 浩志氏、瀬古 剛也氏、
渡邉 好夫氏（株式会社リコー）
佐藤 敏明氏（株式会社明和eテック）
加納 学 教授

システム科学
専攻

令和5年
3月27日

Path Following Control of a 
Snake Robot with Passive 
Joints

AROB-ISBC-SWARM 2023 
Best Paper Award

有泉 亮 助教（名古屋大学）
榊原 和則 氏（名古屋大学）
浅井 徹 准教授（名古屋大学）
東 俊一 教授

通信情報
システム
専攻

令和4年
6月9日

Multicast Routing Model to 
Minimize Number of F low 
Entries in Software-Defined 
Network

電子情報通信学会, 論文賞

小刀 星輝 （M2：研究実施当時） 
佐藤 丈博 准教授
新熊 亮一 准教授（受賞当時）  
大木 英司 教授

通信情報
システム
専攻

令和4年
4月20日

離散構造処理アルゴリズムの基盤技
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令和4年度 科学技術分野の文部科
学大臣表彰 科学技術賞(研究部門)湊　真一 教授

通信情報
システム
専攻

令和4年
5月11日

IEICE Communications Society 
Best Paper Award山本 高至 准教授

通信情報
システム
専攻

令和4年
6月17日

2×2型分割多項式行列の行列式次
数を求める組合せ的多項式時間アル
ゴリズム

日本応用数理学会 2021年度 若手
優秀講演賞岩政 勇仁 助教 

通信情報
システム
専攻

令和4年
9月14日

日本オペレーションズ・リサーチ学
会 第12回 研究賞奨励賞岩政 勇仁 助教 

360度視野角を有する3Dディスプ
レイの実現に向けた，極小画素ドッ
トへの水中無線給電技術

通信情報
システム
専攻

令和4年
5月10日

電子情報通信学会 集積回路研究会, 
集積回路研究会 優秀若手講演賞

白井 僚 助教 
森 聖太 （M2：受賞当時）
渡辺 祐介 （洛星高校3年生：受賞当時）
中村 柚希 （洛星高校3年生：受賞当時）
橋本 昌宜 教授

3Dディスプレイ向け極小水中発光
デバイスへの無線給電・制御技術

通信情報
システム
専攻

令和4年
5月10日

電子情報通信学会 集積回路研究会, 
LSIとシステムのワークショップ 最
優秀ポスター賞

白井 僚 助教
橋本 昌宜 教授
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令和4年10月1日付

令和4年5月1日付

令和4年8月1日付

令和４年
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人事異動

諸報

知能情報学専攻

社会情報学専攻(協力講座)

システム科学専攻

システム科学専攻

通信情報システム専攻

システム科学専攻

社会情報学専攻

通信情報システム

システム科学専攻

通信情報システム

知能情報学専攻

社会情報学専攻

助　教

助　教

助　教

助　教

助　教

教　授

教　授

教　授

准教授

准教授

助　教

助　教

KASTNER, Marc Aurel

LIU, Chang

加藤 祥太

八木 聡明

香田 優介

東 俊一

土居 秀幸

新津 葵一

島崎 秀昭

水谷 圭一

長野 祥大

丁 世堯

配置換

令和4年4月1日付 知能情報学専攻

辞　職

令和4年9月30日付

令和4年4月24日付

令和5年2月28日付

令和5年3月31日付

数理工学専攻

社会情報学専攻

システム科学専攻

知能情報学専攻

知能情報学専攻

知能情報学専攻

社会情報学専攻

通信情報システム専攻

数理工学専攻

システム科学専攻

システム科学専攻

助　教

助　教

助　教

教　授

准教授

准教授

准教授

准教授

助　教

助　教

助　教

Aleksandar Shurbevski

VINCENOT, Christian Ernest

根本 孝裕

黒橋 禎夫（令和5年4月1日から特定教授）

山田 誠 

中澤 篤志

馬 強

山本 高至

上岡 修平

中山 優吾

東 広志

定年退職

令和5年3月31日付

社会情報学専攻

数理工学専攻

数理工学専攻

教　授

教　授

教　授

吉川 正俊

太田 快人

永持 仁

日　誌 （令和4年4月1日～令和5年3月31日）

4月１日

4月7日

4月8日

4月8日

5月６日

5月15日

6月3日

6月10日

7月１日

7月８日

7月20日

8月12日

9月2日

9月9日

9月26日

10月7日

10月14日

11月4日

11月11日

12月2日

12月9日

12月13日

専攻長会議

大学院入学式

学系会議・教授会

臨時専攻長会議

専攻長会議

研究科会議・学系会議・教授会

専攻長会議

学系会議・教授会

専攻長会議

研究科会議・学系会議・教授会

臨時専攻長会議

臨時専攻長会議

専攻長会議

研究科会議・学系会議・教授会

大学院学位授与式

専攻長会議

学系会議・教授会

専攻長会議

研究科会議・学系会議・教授会

専攻長会議

学系会議・教授会

臨時専攻長会議

令和５年

1月6日

1月13日

2月3日

2月10日

2月15日

3月3日

3月10日

3月10日

3月24日

専攻長会議

研究科会議・学系会議・教授会

専攻長会議

学系会議・教授会

臨時専攻長会議

専攻長会議

研究科会議・学系会議・教授会

臨時専攻長会議

大学院学位授与式

後藤 幸織准教授
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知能情報学専攻

知能情報学専攻

社会情報学専攻

通信情報システム専攻

数理工学専攻

システム科学専攻

システム科学専攻

助　教

助　教

助　教

教　授

准教授

准教授

准教授

准教授

助　教

助　教

助　教

Aleksandar Shurbevski

VINCENOT, Christian Ernest

根本 孝裕

黒橋 禎夫（令和5年4月1日から特定教授）

山田 誠 

中澤 篤志

馬 強

山本 高至

上岡 修平

中山 優吾

東 広志

定年退職

令和5年3月31日付

社会情報学専攻

数理工学専攻

数理工学専攻

教　授

教　授

教　授

吉川 正俊

太田 快人

永持 仁

日　誌 （令和4年4月1日～令和5年3月31日）

4月１日

4月7日

4月8日

4月8日

5月６日

5月15日

6月3日

6月10日

7月１日

7月８日

7月20日

8月12日

9月2日

9月9日

9月26日

10月7日

10月14日

11月4日

11月11日

12月2日

12月9日

12月13日

専攻長会議

大学院入学式

学系会議・教授会

臨時専攻長会議

専攻長会議

研究科会議・学系会議・教授会

専攻長会議

学系会議・教授会

専攻長会議

研究科会議・学系会議・教授会

臨時専攻長会議

臨時専攻長会議

専攻長会議

研究科会議・学系会議・教授会

大学院学位授与式

専攻長会議

学系会議・教授会

専攻長会議

研究科会議・学系会議・教授会

専攻長会議

学系会議・教授会

臨時専攻長会議

令和５年

1月6日

1月13日

2月3日

2月10日

2月15日

3月3日

3月10日

3月10日

3月24日

専攻長会議

研究科会議・学系会議・教授会

専攻長会議

学系会議・教授会

臨時専攻長会議

専攻長会議

研究科会議・学系会議・教授会

臨時専攻長会議

大学院学位授与式

後藤 幸織准教授



情報学研究科教員配置一覧
専攻名 講座名 分野名 担当教員名

教　授 准教授 講　師 助　教 備考

脳認知科学

認知システム

脳情報学

認知情報学
心理情報学

計算論的認知神経科学
[連携ユニット]

神谷　之康

西田　眞也
熊田　孝恒
中原　裕之
佐藤　弥

後藤　幸織

水原　啓暁
中島　亮一

細川　　浩

㊕CHU,Chenhui

吉井　和佳

延原　章平

村脇　有吾

前川　真吾
長野　祥大
三好　清文

集合知システム

知能計算
会話情報学

鹿島　久嗣

山本　章博

竹内　　孝
㊕包　　含

知能メディア

メディア応用
＜協力講座＞

言語メディア

音声メディア

コンピュータビジョン

㊕黒橋　禎夫

河原　達也

西野　　恒

㊕CHENG,Fei
㊕HUANG,Yin Jou
井上　昂治
㊕中村　栄太
㊕越智　景子
KASTNER,Marc 
Aurel

理化学研究所

ヒューマンセンシング
テキストメディア

中村　裕一
森　　信介

近藤　一晃 下西　　慶
亀甲　博貴

学術情報メディアセンター

㊕EVEN,Jani 
Juhani Luc

社会情報モデル

分散情報システム
ヒューマンロボット
インタラクション

(ソーシャルメディアユニット)
情報社会論[連携ユニット]

神田　崇行

田島　敬史
山下　直美

BRSCIC，Drazen SEO,Stela 
Hanbyeol
㊕DOERING,
Malcolm Robert

久保　雅義
㊕DOUGLAS,Li

応用解析学

逆問題解析

非線型解析

磯　　祐介

木上　　淳
林　和則

藤原　宏志

白石　大典

川越　大輔

宮崎　修次
非線形物理学

非線形力学
複雑系数理 青柳 富誌生 寺前 順之介

原田　健自
筒　　広樹

応用数理学
計算力学
応用数理科学 田口　智清

吉川　　仁
辻　　徹郎

新納　和樹

㊕MAJUMDAR,
Rwitajit

社会情報
解析基盤
＜協力講座＞

教育情報学分野

大規模データ活用基盤

緒方　広明

首藤　一幸

堀越　泉

廣中　詩織

森　由希子黒田　知宏
田村　　寛

山本 豪志朗 LIU,Chang

生物圏情報学
生物資源情報学

生物環境情報学

土居　秀幸

大手　信人 小山　里奈

西澤　秀明
辻　冴月
久野　真純

国際高等教育院（併任）
ＮＴＴ

社会情報
ネットワーク

合意情報学

情報セキュリティ[連携ユニット]

伊藤　孝行

阿部　正幸

㊕HADFI,Rafik

TIBOUCHI,Mehdi

蟻坂　竜大
丁　世堯
㊕HAQBEEN,
Jawad Ahmad
㊕SAHAB,Sofia

地域･防災情報
システム学
＜協力講座＞

医療情報学＜協力講座＞

総合防災システム

巨大災害情報システム
危機管理情報システム

多々納 裕一

矢守　克也
畑山　満則

SAMADDAR,
Subhajyoti
藤見　俊夫
　
廣井　慧

中野　元太

ＮＴＴ

医学部附属病院

学術情報メディアセンター

非線形力学・計算物理学グループ
理論神経科学・非平衡系数理グループ

防災研究所

防災研附属巨大災害研究センター

生命システム情報学
＜協力講座＞ バイオ情報ネットワーク 阿久津達也 田村　武幸 森　　智弥 化学研究所
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情報学研究科教員配置一覧
専攻名 講座名 分野名 担当教員名

教　授 准教授 講　師 助　教 備考

応用数学

システム数理

数理解析
離散数理

辻本　諭
原口　和也
福田　秀美
㊕佐藤　寛之
加嶋　健司
高橋　由泰

西原　修
櫻間　一徳

上原　恵理香

最適化数理

制御システム論
応用数理モデル[連携ユニット]

山下　信雄
　

野中　洋一

山川　雄也

大木　健太郎

数理物理学

システム構成論

人間機械共生系

柴山　允瑠
物理統計学
力学系理論

梅野　健
矢ヶ崎　一

岩﨑　淳
山口　義幸

システム情報論

計算神経科学[連携ユニット]

計算知能システム[連携ユニット]

機械システム制御
ヒューマンシステム論
（モビリティ研究グループ）
統合動的システム論

東　俊一
加納　学

大塚　敏之
小渕　智之
本多　淳也

情報数理システム
統計知能

田中　利幸
下平　英寿
原　尚幸

加藤　祥太

星野　健太

学習機械
論理生命学

医用工学

森本　淳
石井　信 島崎　秀昭

八木　聡明
㊕PARMAS,Paavo
㊕HWANG,Jaepyung
今井　宏彦

川人　光男
銅谷　賢治

上田　修功

磯村　拓哉
Louis kang

㊕HUANG,Yin Jou
㊕東風上　奏絵

山本　章博 ㊕佐藤　寛之

深沢　圭一郎
小谷　大祐

通信システム工学
ディジタル通信
伝送メディア
知的通信網

原田　博司

大木　英司

水谷　圭一
　
佐藤　丈博

香田　優介

白木　隆太

集積システム工学
情報回路方式
大規模集積回路
超高速信号処理

佐藤　高史
新津　葵一
橋本　昌宜

粟野　皓光

白井　僚

地球電波工学
＜協力講座＞

リモートセンシング工学
地球大気計測

山本　　衛
橋口　浩之

高機能ネットワーク 岡部　寿男

横山　竜宏
西村　耕司

ＮＴＴ

学術情報メディアセンター
学術情報メディアセンター

コンピュータ
工学

コンピュータアルゴリズム

コンピュータアーキテクチャ
コンピュータソフトウェア

湊　真一

髙木　直史
五十嵐　淳

川原　純
㊕JANSSON,Jesper
Andreas

末永　幸平

岩政　勇仁

安戸　僚汰
和賀　正樹
池渕　未来

高度情報教育基盤ユニット

生存圏研究所

㈱国際電気通信基礎技術研究所
ＯＩＳＴ

理化学研究所

㈱日立製作所

R5.4.1現在

情
報
学
専
攻

情報通信基盤
＜協力講座＞

スーパーコンピューティング

（参考）
 ㊕は年俸制特定教員を示す。

諸報

R5.4.1現在



情報学研究科教員配置一覧
専攻名 講座名 分野名 担当教員名

教　授 准教授 講　師 助　教 備考

脳認知科学

認知システム

脳情報学

認知情報学
心理情報学

計算論的認知神経科学
[連携ユニット]

神谷　之康

西田　眞也
熊田　孝恒
中原　裕之
佐藤　弥

後藤　幸織

水原　啓暁
中島　亮一

細川　　浩

㊕CHU,Chenhui

吉井　和佳

延原　章平

村脇　有吾

前川　真吾
長野　祥大
三好　清文

集合知システム

知能計算
会話情報学

鹿島　久嗣

山本　章博

竹内　　孝
㊕包　　含

知能メディア

メディア応用
＜協力講座＞

言語メディア

音声メディア

コンピュータビジョン

㊕黒橋　禎夫

河原　達也

西野　　恒

㊕CHENG,Fei
㊕HUANG,Yin Jou
井上　昂治
㊕中村　栄太
㊕越智　景子
KASTNER,Marc 
Aurel

理化学研究所

ヒューマンセンシング
テキストメディア

中村　裕一
森　　信介

近藤　一晃 下西　　慶
亀甲　博貴

学術情報メディアセンター

㊕EVEN,Jani 
Juhani Luc

社会情報モデル

分散情報システム
ヒューマンロボット
インタラクション

(ソーシャルメディアユニット)
情報社会論[連携ユニット]

神田　崇行

田島　敬史
山下　直美

BRSCIC，Drazen SEO,Stela 
Hanbyeol
㊕DOERING,
Malcolm Robert

久保　雅義
㊕DOUGLAS,Li

応用解析学

逆問題解析

非線型解析

磯　　祐介

木上　　淳
林　和則

藤原　宏志

白石　大典

川越　大輔

宮崎　修次
非線形物理学

非線形力学
複雑系数理 青柳 富誌生 寺前 順之介

原田　健自
筒　　広樹

応用数理学
計算力学
応用数理科学 田口　智清

吉川　　仁
辻　　徹郎

新納　和樹

㊕MAJUMDAR,
Rwitajit

社会情報
解析基盤
＜協力講座＞

教育情報学分野

大規模データ活用基盤

緒方　広明

首藤　一幸

堀越　泉

廣中　詩織

森　由希子黒田　知宏
田村　　寛

山本 豪志朗 LIU,Chang

生物圏情報学
生物資源情報学

生物環境情報学

土居　秀幸

大手　信人 小山　里奈

西澤　秀明
辻　冴月
久野　真純

国際高等教育院（併任）
ＮＴＴ

社会情報
ネットワーク

合意情報学

情報セキュリティ[連携ユニット]

伊藤　孝行

阿部　正幸

㊕HADFI,Rafik

TIBOUCHI,Mehdi

蟻坂　竜大
丁　世堯
㊕HAQBEEN,
Jawad Ahmad
㊕SAHAB,Sofia

地域･防災情報
システム学
＜協力講座＞

医療情報学＜協力講座＞

総合防災システム

巨大災害情報システム
危機管理情報システム

多々納 裕一

矢守　克也
畑山　満則

SAMADDAR,
Subhajyoti
藤見　俊夫
　
廣井　慧

中野　元太

ＮＴＴ

医学部附属病院

学術情報メディアセンター

非線形力学・計算物理学グループ
理論神経科学・非平衡系数理グループ

防災研究所

防災研附属巨大災害研究センター

生命システム情報学
＜協力講座＞ バイオ情報ネットワーク 阿久津達也 田村　武幸 森　　智弥 化学研究所
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情報学研究科教員配置一覧
専攻名 講座名 分野名 担当教員名

教　授 准教授 講　師 助　教 備考

応用数学

システム数理

数理解析
離散数理

辻本　諭
原口　和也
福田　秀美
㊕佐藤　寛之
加嶋　健司
高橋　由泰

西原　修
櫻間　一徳

上原　恵理香

最適化数理

制御システム論
応用数理モデル[連携ユニット]

山下　信雄
　

野中　洋一

山川　雄也

大木　健太郎

数理物理学

システム構成論

人間機械共生系

柴山　允瑠
物理統計学
力学系理論

梅野　健
矢ヶ崎　一

岩﨑　淳
山口　義幸

システム情報論

計算神経科学[連携ユニット]

計算知能システム[連携ユニット]

機械システム制御
ヒューマンシステム論
（モビリティ研究グループ）
統合動的システム論

東　俊一
加納　学

大塚　敏之
小渕　智之
本多　淳也

情報数理システム
統計知能

田中　利幸
下平　英寿
原　尚幸

加藤　祥太

星野　健太

学習機械
論理生命学

医用工学

森本　淳
石井　信 島崎　秀昭

八木　聡明
㊕PARMAS,Paavo
㊕HWANG,Jaepyung
今井　宏彦

川人　光男
銅谷　賢治

上田　修功

磯村　拓哉
Louis kang

㊕HUANG,Yin Jou
㊕東風上　奏絵

山本　章博 ㊕佐藤　寛之

深沢　圭一郎
小谷　大祐

通信システム工学
ディジタル通信
伝送メディア
知的通信網

原田　博司

大木　英司

水谷　圭一
　
佐藤　丈博

香田　優介

白木　隆太

集積システム工学
情報回路方式
大規模集積回路
超高速信号処理

佐藤　高史
新津　葵一
橋本　昌宜

粟野　皓光

白井　僚

地球電波工学
＜協力講座＞

リモートセンシング工学
地球大気計測

山本　　衛
橋口　浩之

高機能ネットワーク 岡部　寿男

横山　竜宏
西村　耕司

ＮＴＴ

学術情報メディアセンター
学術情報メディアセンター

コンピュータ
工学

コンピュータアルゴリズム

コンピュータアーキテクチャ
コンピュータソフトウェア

湊　真一

髙木　直史
五十嵐　淳

川原　純
㊕JANSSON,Jesper
Andreas

末永　幸平

岩政　勇仁

安戸　僚汰
和賀　正樹
池渕　未来

高度情報教育基盤ユニット

生存圏研究所

㈱国際電気通信基礎技術研究所
ＯＩＳＴ

理化学研究所

㈱日立製作所

R5.4.1現在

情
報
学
専
攻

情報通信基盤
＜協力講座＞

スーパーコンピューティング

（参考）
 ㊕は年俸制特定教員を示す。

諸報

R5.4.1現在



令和４年度　寄附者ご芳名

諸報

瀬戸口　久雄　様

東岡　和也　様

平野　勝三　様

マー坊プロジェクト　様

山田　千鶴　様

　　　　　　（五十音順）
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